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1導　入 編
本装置や添付のソフトウェアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明します。ま
た、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読んで、正しくセットアップ
してください。

本装置の特長（→3ページ）......................................................本装置の特長や添付（または別売品）のソフトウェ
アおよび各種オプションとソフトウェアの組み合
わせによって実現できるシステム管理のための機
能について説明しています。

導入にあたって（→10ページ）................................................本装置をご利用されるシステムを構築する際に
知っておいていただきたい事柄や、参考となるア
ドバイスが記載されています。

お客様登録（→16ページ）........................................................お客様登録の方法について説明しています。
Express5800シリーズ製品に関するさまざまな
情報を入手できます。ぜひ登録をしてください。

セットアップを始める前に（→17ページ）...........................セットアップの順序を説明します。お使いになる
オペレーティングシステムや購入時の本装置に
よってもセットアップの方法は異なります。

Windows Server 2008のセットアップ（→20ページ）...Windows Server 2008で運用する場合のシステ
ムのセットアップの方法について説明していま
す。

Windows Server 2003 x64 Editionsのセットアップ（→29ページ）..Windows Server 2003 x64 Editionsで運用する
場合のシステムのセットアップの方法について説
明しています。

Windows Server 2003のセットアップ（→39ページ）...Windows Server 2003で運用する場合のシステ
ムのセットアップの方法について説明していま
す。
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障害処理のためのセットアップ(→64ページ) ...................障害が起きたときに障害からより早く、確実に復
旧できるようセットアップをしてください。

応用セットアップ(→76ページ).............................................システムの環境やインストールするオペレーティ
ングシステムによっては、特殊な手順でセット
アップしなければならない場合があります。必要
に応じて参照してください。

Linuxのセットアップ(→80ページ) ...................................... Linuxで運用する場合のシステムのセットアップ
の方法について説明しています。
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本装置の特長
お買い求めになられた本装置の特長を次に示します。

高 信頼性
ⓦ メモリミラーリング機能
ⓦ オンラインスペアメモリ機能
ⓦ メモリ監視機能（エラー訂正/エラー検出）
ⓦ メモリChipkill対応
ⓦ メモリ/プロセッサ縮退機能（障害を起こした
デバイスの論理的な切り離し）

ⓦ バスパリティエラー検出
ⓦ 温度検知
ⓦ 異常通知
ⓦ 内蔵ファン回転監視機能
ⓦ 内部電圧監視機能
ⓦ 電源ユニットの冗長機能（ホットスワップ対
応）(200V時および100Vの一部構成のみ)

ⓦ オンボードのRAIDコントローラ
（MegaRAID ROMB）機能

ⓦ オートリビルド機能（ホットスワップ対応）
ⓦ フロントベゼルによるセキュリティロック
ⓦ BIOSパスワード機能

拡 張性
ⓦ 豊富なIOオプションスロット
－ PCI Express x 4: 3スロット（x8ボードも実装可能）
－ PCI Express x 8: 4スロット（2スロットはホットプラグ対応）

ⓦ 最大128GBの大容量メモリ
ⓦ 最大4マルチプロセッサまでアップグレード可能
ⓦ リモートパワーオン機能
ⓦ 最大8台までのハードディスクドライブを搭載可能（ホットス
ワップ対応）

ⓦ USB2.0対応
ⓦ バックアップデバイスベイを標準装備

高 性能
ⓦ インテル® Xeon® プロセッサー 7300/
7200番台 搭載
－ N8100-1364: E7210

(周波数:2.40GHz, 2次キャッシュ: 2x4MB)
－ N8100-1365: X7350

(周波数:2.93GHz, 2次キャッシュ: 2x4MB)
ⓦ 高速メモリアクセス（DDRII 667 FB-DIMM
規格インターリーブ方式）

ⓦ 高速1000BASE-T/100BASE-TX/
10BASE-Tインタフェース(計4ポート)

自 己診断機能
ⓦ Power On Self-Test（POST）
ⓦ システム診断（T&D）ユーティリティ

管 理機能
ⓦ ESMPROプロダクト
ⓦ DianaScope
ⓦ リモートマネージメント機能

保 守機能
ⓦ オフライン保守ユーティリティ
ⓦ DUMPスイッチによるメモリダンプ機能

豊 富な機能搭載
ⓦ El Torito Bootable CD-ROM(no emulation mode)
フォーマットをサポート

ⓦ POWERスイッチマスク
ⓦ ソフトウェアPower Off
ⓦ リモートパワーオン機能
ⓦ AC-LINK機能
ⓦ インテリジェント・プラットフォーム・マネージメン
ト・インタフェース（IPMI）

ⓦ ベースボード・マネージメント・コントローラ（BMC）
ⓦ コンソールレス機能

す ぐに使える
ⓦ BTO(工場組み込み出荷）によりあらかじめ使用するOS
のインストールやオプションの取り付けを指定できま
す。

ⓦ ハードディスクドライブと電源ユニットはケーブルを必
要としないワンタッチ取り付け（ホットスワップ対応）

便 利なセットアップユーティリティ
ⓦ EXPRESSBUILDER（システムセットアップユーティリティ）
ⓦ ExpressPicnic（パラメータファイル作成ユーティリティ）
ⓦ SETUP（BIOSセットアップユーティリティ）
ⓦ RAIDシステム管理ユーティリティ

省 電力機能
スリープ機能（Windows Server 2003のみ）
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本装置では、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。
各種リソースの冗長化や、RAIDシステムなどといったハードウェア本体が提供する機能と、
本装置に添付されているESMPROなどのソフトウェアが提供する監視機能との連携により、
システムの障害を未然に防止または早期に復旧することができます。
また、停電などの電源障害から本装置を守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるた
めのバックアップ装置などといった各種オプション製品により、さらなる信頼性を確保する
ことができます。
各機能はそれぞれ以下のハードウェアおよびソフトウェアにより実現しています。

管理分野 必要なハードウェア 必要なソフトウェア

サーバ管理 サーバ本体機能 ESMPRO/ServerManager
ESMPRO/ServerAgent
DianaScope

ストレージ管理
ⓦ ディスク管理 RAIDコントローラ ESMPRO/ServerManager

(オンボード、オプション*) ESMPRO/ServerAgent
Universal RAID Utility

ⓦ バックアップ管理 DAT/AIT/LTOなど* NTバックアップツール
ARCserve for Windows NT*
BackupExec*、NetBackup*

電源管理 無停電電源装置（UPS）* PowerChute Business Edition*
（注）無停電電源装置により、使

用するソフトウェアが異な
ります。

ネットワーク管理 各種ネットワークボード WebSAM/Netvisor*など

リモート管理 本体標準装備の ESMPRO/ServerManager
EXPRESSSCOPEエンジン 2 ESMPRO/ServerAgent
（一部の機能の利用にはリモート DianaScope
マネージメント拡張ライセンス*
が必要）

* オプション製品

サーバ管理

本装置はシステムボード上に標準でシステム監視チップを搭載しており、本装置に内蔵され
ている以下の各種リソースを監視します。これらのハードウェア機能と本装置管理用ソフト
ウェア「ESMPRO/ServerManager」、「ESMPRO/ServerAgent」が連携し、本装置の稼動
状況などを監視するとともに万一の障害発生時にはただちに管理者へ通報します。
ESMPRO/ServerAgentをインストールした場合、データビューアの項目ごとの機能概要は
次ページの表のとおりです。

また、DianaScopeにより、本装置上でオペレーティングシステムが稼動していない状態で
のリモート操作/保守を管理PCから行ったり、リモートパワーオン機能により、リモートの
PC上から本装置の電源を投入したりすることができます。

ヒント 

ESMPRO/ServerManager、およびESMPRO/ServerAgent、DianaScopeは、本装置に標準
で添付されています。
各ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの説明を参照してくださ
い。
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機能名 可否 機能概要

ハードウェア ○ ハードウェアの物理的な情報を表示する機能です。

メモリバンク ○ メモリの物理的な情報を表示する機能です。

装置情報 ○ 装置固有の情報を表示する機能です。

CPU ○ CPUの物理的な情報を表示する機能です。

システム ○ CPUの論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。
メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。

I/Oデバイス ○ I/Oデバイス(フロッピーディスクドライブ、シリアルポート、パラレ
ルポート、キーボード、マウス、ビデオ)の情報参照をする機能です。

システム環境 ○ 温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。

温度 ○ 筐体内部の温度を監視する機能です。

ファン ○ ファンを監視する機能です。

電圧 ○ 筐体内部の電圧を監視する機能です。

電源 ○ 電源ユニットを監視する機能です。

ドア ○ ドア（筐体のカバー）の開閉を監視する機能です。

ソフトウェア ○ サービス、ドライバ、OSの情報を参照する機能です。

ネットワーク ○ ネットワーク(LAN)に関する情報参照やパケット監視をする機能で
す。

拡張バスデバイス X 拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。

BIOS ○ BIOSの情報を参照する機能です。

ローカルポーリング ○ ESMPRO/ServerAgentが取得する任意のMIB項目の値を監視する機
能です。

ストレージ ○ ハードディスクドライブなどのストレージ機器デバイスやコントロー
ラを監視する機能です。

ファイルシステム ○ ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能です。

ディスクアレイ ○ LSI社製ディスクアレイコントローラ(N8103-73A/80/81)およ
び、Promise 社製ディスクアレイコントローラを監視する機能です。

* 上記ディスクアレイコントローラをサポートしていない本体装置の場合、ディ
　スクアレイの情報はデータビューアには表示しません。

その他 ○ Watch Dog TimerによるOSストール監視をする機能です。

○ OS STOPエラー発生後の通報処理を行う機能です。

○：サポート　×：未サポート

機能可否表(Windows用)



6

機能可否表(Linux用)

機能名 可否 機能概要

ハードウェア ○ ハードウェアの物理的な情報を表示する機能です。

メモリバンク ○ メモリの物理的な情報を表示する機能です。

装置情報 ○ 装置固有の情報を表示する機能です。

CPU ○ CPUの物理的な情報を表示する機能です。

システム ○ CPUの論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。
メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。

I/Oデバイス ○ I/Oデバイス(フロッピーディスクドライブ、シリアルポート、パラレ
ルポート、キーボード、マウス、ビデオ)の情報参照をする機能です。

システム環境 ○ 温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。

温度 ○ 筐体内部の温度を監視する機能です。

ファン ○ ファンを監視する機能です。

電圧 ○ 筐体内部の電圧を監視する機能です。

電源 ○ 電源ユニットを監視する機能です。

ドア ○ Chassis Intrusion（筐体のカバー/ドアの開閉）を監視する機能です。

ソフトウェア ○ サービス、ドライバ、OSの情報を参照する機能です。

ネットワーク ○ ネットワーク(LAN)に関する情報参照やパケット監視をする機能で
す。

拡張バスデバイス ○ 拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。

BIOS ○ BIOSの情報を参照する機能です。

ローカルポーリング ○ ESMPRO/ServerAgentが取得する任意のMIB項目の値を監視する機
能です。

ストレージ ○ ハードディスクドライブなどのストレージ機器やコントローラを監視
する機能です。

ファイルシステム ○ ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能です。

ディスクアレイ ○ ディスクアレイコントローラを監視する機能です。
Windows版ESMPRO/ServerAgentの機能とは一部異なります。
障害通報機能のみのサポートです。

*　別途、ディスクアレイコントローラのベンダから提供されるRAIDシステム
　 監視ユーティリティが必要です。

その他 ○ Watch Dog TimerによるOSストール監視をする機能です。

○ OS STOPエラー発生後の通報処理を行う機能です。

○：サポート　△：一部の機種でサポート

サポートされていない一部のファン情報はグレイアウトされます。
機種によっては一部の機能をサポートしていない場合もあります。

Windows版との機能差分について

ESMPRO/ServerAgent以下の機能が未サポートとなっております。

ⓦ データビューアでのDMI情報の表示
ⓦ データビューアでのディスクアレイ情報の表示（障害通報機能のみサポート）
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オンボードのRAIDコントローラの機能 機能の概要

RAIDレベル RAID 0、1、5、6、10、50をサポートします。

ホットスワップ システムが稼働している状態でハードディスクドライブを交
換することができます。

オートリビルド

故障したハードディスクドライブを新品のハードディスクド
ライブに交換した後、残りのハードディスクドライブのデー
タから故障したハードディスクドライブが持っていたデータ
を自動的に復元します。

ホットスペア

障害が発生したハードディスクドライブを置き換えるために
あらかじめ用意しておくハードディスクドライブです。ホッ
トスペアを用意しておくことで、障害発生時に自動的にリビ
ルド機能が働き、RAIDシステムを回復します。

ストレージ管理

大容量のストレージデバイスを搭載・接続できる本装置を管理するために次の点について留
意しておきましょう。

ディスク管理

ハードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を高め
ることにつながると言えます。LSI MegaRAIDTM SAS PCI EXPRESSTM ROMB（以降、
「オンボードのRAIDコントローラ(MegaRAID ROMB)」と呼ぶ)やオプションのRAIDコント
ローラ(ディスクアレイコントローラ)を使用することにより、ハードディスクドライブをグ
ループ化して冗長性を持たせることでデータの損失を防ぐとともに、ハードディスクドライ
ブの稼働率を向上することができます。

また、Universal RAID UtilityとESMPRO/ServerManager、ESMPRO/ServerAgentとの連
携により、RAIDシステムの状況をトータルに監視し、障害の早期発見や予防措置を行い、
ハードディスクドライブの障害に対して迅速に対処することができます。

ヒント 

ESMPRO/ServerManagerやESMPRO/ServerAgent、Universal RAID Utilityは、本装置に標
準で添付しています。ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの説
明を参照してください。

重要 

パトロールリードによる予防保守
ハードディスクドライブの後発不良に対する予防保守としてパトロールリードが有効です。
パトロールリードにより、後発不良を早期に発見できます。
LSI MegaRAIDTM SAS PCI EXPRESSTM ROMB は、既定値でパトロールリードが有
効に設定されています。
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BackupExec(Symantec社) NetBackup(Symantec社)

NTBackup(Windows標準)
ARCserve(コンピュータ･アソシエイツ社)

ソフトウェア名 説明

NTBackup (Windows標準) Windows標準のバックアップツール。
単体バックアップ装置に単純なバックアップを行うときに使用。

ARCserve
(コンピュータ・アソシエイツ社)

PCサーバのバックアップツール。
スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、DBオンラ
インバックアップなどに対応可能。

BackupExec
(Symantec社)

PCサーバのバックアップツール。
NTBackupと同一テープフォーマットを使用。
スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、DBオンラ
インバックアップなどに対応可能。

NetBackup
(Symantec社)

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、
BackupExecの上位バックアップツール。基幹業務など大規模シ
ステムまで対応。オープンファイルバックアップ、Disaster
Recoveryを標準サポート。DBオンラインバックアップなどに対
応可能。

バックアップ管理

定期的なバックアップは、不意の本装置のダウンに備える最も基本的な対応です。
本装置には、データバックアップ用のデバイスと自動バックアップのための各種ソフトウェ
アが用意されています。容量や転送スピード、バックアップスケジュールの設定など、ご使
用になる環境に合わせて利用してください。

デバイス名 説　明

DAT 標準規格としての互換性も備えており、広く利用されているバックアップメディア。
データバックアップが可能。小～中規模システム向け。

LTO 基幹業務等大規模システム向けの高性能バックアップ装置。

AIT データバックアップが可能。中規模システム向け。
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電源管理

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。
停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因と
なる場合があります。
無停電電源装置(UPS)は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始める
と、自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、
その間にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電流の変動
を抑え、電源装置の寿命を延ばして平均故障間隔(MTBF)の延長にも貢献します。また、ス
ケジュール等による本装置の自動・無人運転を実現することもできます。

ネットワーク管理

ESMPRO/ServerManager、ESMPRO/ServerAgentを使用することにより、本装置に接
続されているLANのエラーパケットの監視を行うことができます。また、Windows版で
は、別売のWebSAM/Netvisorなどを利用することにより、ネットワーク全体の管理を行う
ことができます。

リモート管理

本体標準装備のEXPRESSSCOPEエンジン 2とEXPRESSBUILDERに収められているアプ
リケーション「DianaScope」を使用することにより、LAN/WANを介した本体のリモート監
視や管理をすることができます。
EXPRESSSCOPEエンジン 2はシステム管理用LSIであるBMC(Baseboard Management
Controller)を用いて実現されています。EXPRESSSCOPEエンジン 2が提供する管理機能は
以下のとおりです。

ⓦ 電源ユニットの監視

ⓦ 温度/電圧/ファン/電力の監視

ⓦ ハードウェア障害のシステムイベントログ(SEL)生成機能

ⓦ ウォッチドッグタイマによるOSストール監視

ⓦ OSストップエラー発生後の通報処理

ⓦ Webブラウザを使用したリモート制御（本体装置のリセット、電源ON/OFF、システムイ
ベントログ(SEL)の確認など）

ⓦ リモートKVM機能、リモートデバイス機能(オプションのリモートマネージメント拡張ラ
イセンスが必要です。)

ⓦ DianaScopeによるLAN/WAN経由でのリモート制御、複数台装置の集中管理

Webブラウザを使用したリモート制御やリモートKVM機能、リモートデバイス機能につい
てはEXPRESSBUILDER内の「EXPRESSSCOPEエンジン 2ユーザーズガイド」を参照して
ください。

ヒント 

温度/電圧/ファン/電力の測定値には、誤差があります。動作環境によっては、十数%の誤差
となる場合もあります。
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導入にあたって
本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。

システム構築のポイント

実際にセットアップを始める前に、以下の点を考慮してシステムを構築してください。

運用方法の検討

「本装置の特長」での説明のとおり、本装置では運用管理・信頼
性に関する多くのハードウェア機能や添付ソフトウェアを備え
ています。
システムのライフサイクルの様々な局面において、「各ハード
ウェア機能および添付ソフトウェアのどれを使用して、どのよ
うに運用するか？」などを検討し、それに合わせて必要なハード
ウェアおよびソフトウェアのインストール/設定を行ってくださ
い。

稼動状況・障害の監視および保守

本装置に標準で添付された「ESMPRO/ServerManager」および「ESMPRO/ServerAgent」
を利用することにより、リモートから本装置の稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に
防ぐことや万一の場合に迅速に対応することができます。
本装置を運用する際は、「ESMPRO/ServerManager」および「ESMPRO/ServerAgent」を
利用して、万一のトラブルからシステムを守るよう心がけてください。

なお、本装置に障害が発生した際に、ご契約の保守サービス会社がアラーム通報を受信して
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストでExpress5800シリーズの
障害監視・保守を行うことができます。
「エクスプレス通報サービス」をご利用することもご検討ください。

RAIDシステム 

ネットワーク 

電源対策 

セキュリティ 

コスト 
パフォーマンス 

障害発
生

エクス
プレス

通報サ
ービス

LAN
ESMPRO/ServerManager

障害通知

障害通知

ご契約の保守サービス会社

インターネット

保
守
情
報
の
連
絡

状態の監視
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システムの構築・運用にあたっての留意点

システムを構築・運用する前に、次の点について確認してください。

出荷時の状態を確認しましょう

お買い求めになられた本装置を導入する前に、本装置の出荷時の状態を確認しておいてくだ
さい。

ⓦ システムやオペレーティングシステムのインストール状態について

本装置では、ご注文により出荷時の状態に次の2種類があります。

出荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により、必要なセットアップ作
業が異なります。19ページの説明に従ってセットアップを行ってください。

セットアップの手順を確認しましょう

システムを構築するにあたり、本装置のセットアップは必要不可欠なポイントです。
本装置のセットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分に検
討してください。
必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを
狂わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安定した運用と機能を十分に発揮
できなくなります。

1. 運用方針と障害対策の検討

本装置のハードウェアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムによって運
用方針やセキュリティ、障害への対策方法が異なります。

「本装置の特長（3ページ）」に示す本装置のハードウェアやソフトウェアが提供する機能を
十分に利用したシステムを構築できるよう検討してください。

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相
談されることもひとつの手だてです。

2. ハードウェアのセットアップ

本装置の電源をONにできるまでのセットアップを確実に行います。この後の「システム
のセットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく
は、18ページに示す手順に従ってください。

ハードウェアのセットアップには、ラックの設置やオプションの取り付け、周辺装置の
接続に加えて、BIOSの設定などの内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご
使用になる環境に合わせたパラメータの設定はオペレーティングシステムや管理用ソフ
トウェアと連携した機能を利用するために大切な手順のひとつです。

出荷時のモデル 説　明

カスタムインストール
BTO（工場組み込み出荷）にてWindows Server 2008、
Windows Server 2003 x64 Editions、Windows Server 2003、
またはLinuxのインストールを指定された場合。

未インストール ディスクレスモデルを購入され、BTO（工場組み込み出荷）に
よるOSのインストールを希望されなかった場合。
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3. システムのセットアップ

オプションの取り付けやBIOSの設定といったハードウェアのセットアップが終わりまし
たら、ハードディスクドライブのパーティションの設定やRAIDシステムの設定、オペ
レーティングシステムや管理用ソフトウェアのインストールに進みます。

<BTO(工場組み込み出荷)時の初期設定(Linux)>　

　 BTO(工場組み込み出荷)を指定して購入されたお客様は、Linuxサービスセットを購入さ
れたお客様は、Linuxサービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を
参照し、Linuxの初期導入設定を行ってください。

<再セットアップ(Linuxサービスセットを購入された場合)(Linux)>　

　 添付の「EXPRESSBUILDER」DVDが提供する自動セットアップユーティリティ「シーム
レスセットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、RAIDシステ
ムの構築やOS、各種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択・入力する
と、後は簡易的な操作でBTO(工場組み込み出荷)時の状態に復元することができます。

　 <未インストールからのセットアップ・再セットアップ(Linux)>

｢シームレスセットアップ｣を行うか、もしくは添付の「EXPRESSBUILDER」DVDに格納
されているオンラインドキュメント｢Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーション
サプリメントガイド｣または｢MIRACLE LINUX V4.0インストレーションサプリメント
ガイド｣を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。

　 本装置がサポートしているOS(Linux)は次のとおりです。
ⓦ Red Hat Enterprise Linux AS 4 (x86)
ⓦ Red Hat Enterprise Linux AS 4 (EM64T)
ⓦ MIRACLE LINUX V4.0 - Asianux Inside
ⓦ MIRACLE LINUX V4.0 - Asianux Inside for x86-64

<初めてのセットアップの場合(Windows)>

初めてのセットアップでは、お客様が注文の際に指定されたインストールの状態に
よってセットアップの方法が異なります。

ⓦ 「カスタムインストール」を指定して購入された場合
本装置の電源をONにすれば自動的にセットアップが始まります。セットアップの
途中で表示される画面のメッセージに従って必要事項を入力していけばセット
アップは完了します。

ⓦ 「未インストール」にて購入された場合
<未インストールからのセットアップ・再セットアップの場合>に示す手順に従っ
てください。

<未インストールからのセットアップ・再セットアップの場合(Windows)>

本装置で未インストールからのセットアップ・再セットアップをサポートしている
OS（Windows)は次の通りです。

－ Windows Server 2008 Standard 64bit（x64）Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2008」と呼ぶ）

－ Windows Server 2008 Enterprise 64bit（x64）Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2008」と呼ぶ）

－ Windows Server 2008 Standard 32bit（x86）Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2008」と呼ぶ）



13

導
入
編

－ Windows Server 2008 Enterprise 32bit（x86）Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2008」と呼ぶ）

－ Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 64bit（x64）Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2008」と呼ぶ）

－ Windows Server 2008 Enterprise without Hyper-V 64bit（x64）Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2008」と呼ぶ）

－ Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 32bit（x86）Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2008」と呼ぶ）

－ Windows Server 2008 Enterprise without Hyper-V 32bit（x86）Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2008」と呼ぶ）

－ Windows Server 2003 R2, Standard x64 Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2003 x64 Editions」と呼ぶ）

－ Windows Server 2003 R2, Enterprise x64 Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2003 x64 Editions」と呼ぶ）

－ Windows Server 2003 R2, Standard Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2003」と呼ぶ）

－ Windows Server 2003 R2, Enterprise Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2003」と呼ぶ）

－ Windows Server 2003, Standard Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2003」と呼ぶ）

－ Windows Server 2003, Enterprise Edition 日本語版
（以降、「Windows Server 2003」と呼ぶ）

未インストールからのセットアップ・再セットアップでは、インストールするOSによっ
て異なります。

ⓦ Windows Server 2008 をインストールする場合
NEC8番街(http://nec8.com)から「Express5800 Windows Server 2008サポート
キット」を参照してください。
ダウンロードページから「Windows Server 2008対応差分モジュール」をダウンロー
ドし、「インストール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。

ⓦ Windows Server 2003 x64 Editions をインストールする場合
添付の「EXPRESSBUILDER」DVDに格納されているオンラインドキュメント
「Windows Server 2003 x64 Editions インストレーションサプリメントガイド」を
参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。

ⓦ Windows Server 2003 をインストールする場合
本書の4 1 ページを参照し「シームレスセットアップ」を行うか、添付の
「EXPRESSBUILDER」DVDに格納されているオンラインドキュメント「Windows
Server 2003 インストレーションサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセッ
トアップ」を行ってください。

4. 障害処理のためのセットアップ

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解決ができるよう障害処理のためのセット
アップをしてください。Windows Server 2008、Windows Server 2003 x64
Editions、およびWindows Server 2003に関しては、本書で説明しています。



14

5. 管理用ソフトウェアのインストールとセットアップ

インストールが完了したソフトウェア（BTOで出荷時に組み込まれたものを含む）の各種
パラメータを、使用するハードウェア／ネットワーク環境へ合うように設定します。
また、本装置と同じネットワーク上へ管理PC（一般的なPCが使用可）を定義し、管理・
監視用のソフトウェアをインストールします。
詳しくは「ソフトウェア編」をご覧ください。

6. システム情報のバックアップ

「オフライン保守ユーティリティ」を使ってマザーボード上の装置固有情報をバックアッ
プします。マザーボードが故障した場合、ボード交換後、この情報をリストアすること
によって交換以前と同じ状態にすることができます。詳しくは75ページをご覧くださ
い。

各運用管理機能を利用するにあたって

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、本装置に添付されたE S M P R O /
ServerAgent、ESMPRO/ServerManagerまたは別売のソフトウェアが必要となります。
この後で説明するセットアップ手順またはソフトウェアの説明書（別売の場合）に従って各ソ
フトウェアのインストールおよび必要な設定を行ってください。

各運用管理機能を利用する際には、以下の点にご注意ください。

サーバ管理機能を利用するにあたって

ⓦ プロセッサ/メモリ縮退機能を利用する場合やプロセッサやメモリを交換した場合は、
BIOSのコンフィグレーションが必要です。「システムBIOS（216ページ）」を参照して
「Processor Settings」や「Advanced」内の「Memory Configuration」の各項目を設定し
てください。

ⓦ 本装置の各コンポーネント（プロセッサ/メモリ/ディスク/ファン）の使用状況の監視やオ
ペレーティングシステムのストール監視など、監視項目によってはESMPRO /
ServerManager、ESMPRO/ServerAgentでしきい値などの設定が必要になります。詳
細は、各ソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。

ストレージ管理機能を利用するにあたって

RAIDシステムの管理を行うには、RAIDコントローラ(オンボード、または、オプション)と
ESMPRO/ServerAgentに加えて次のソフトウェアが必要です。

ⓦ RAIDシステムを使用する場合

－「LSI MegaRAIDTM SAS PCI EXPRESSTM ROMB」、または「N8103-90 ディスク
アレイコントローラ(外付けSAS HDD用)」、「N8103-115 RAIDコントローラ
(RAID0/1/5/6, 512MBキャッシュ)」を使用する場合、Universal RAID Utilityをイ
ンストールします。なお、オプションボードを使用する場合は、各ボードの添付マ
ニュアルを参照してインストールしてください。

ⓦ バックアップファイルシステムを使用する場合

テープドライブを使用する場合はクリーニングテープを使って定期的にヘッドを清掃す
るよう心がけてください。ヘッドの汚れはデータの読み書きエラーの原因となり、デー
タを正しくバックアップ/リストアできなくなります。
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電源管理機能を利用するにあたって

ⓦ 無停電電源装置（UPS）を利用するには、専用の制御用ソフトウェア（PowerChute
Business Edition）または、オペレーティングシステム標準のUPSサービスのセットアッ
プが必要です。

ⓦ 無停電電源装置を利用する場合、自動運転や停電回復時の本装置の自動起動などを行う
にはBIOSの設定が必要です。「システムBIOS（216ページ）」を参照して、「Server」メ
ニューにある「AC-LINK」の設定をご使用になる環境に合った設定に変更してください。
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お客様登録
NECでは、製品ご購入のお客様に「NEC ビジネスPC/PCサーバお客様登録サービス」への登録をお勧めし
ております。

次のWebサイトからご購入品の登録をしていただくと、お問い合わせサービスなどを無料で受けることが
できます。是非、ご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　http://club.express.nec.co.jp/
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セットアップを始める前に
セットアップの順序と参照するページを説明します。セットアップはハードウェアから始めます。

重要 

B T O ( 工場組み込み出荷 ) にて
Windowsのインストールを指定した場
合は、本装置にWindowsのプロダクト
キーが記載されたラベルが貼り付けら
れています。
プロダクトキーはOSのセットアップや
再インストール時に必要な情報です。剥がしたり汚したりしないよう取り扱いにご注意下さ
い。もし剥がれて紛失したり汚れて見えなくなった場合でも、ラベルの再発行はできません
ので、あらかじめプロダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されることをお
勧めします。

EXPRESSBUILDERがサポートしているサービスパック

本体に添付の「EXPRESSBUILDER」DVDでは、以下のOSインストールメディアおよびサー
ビスパックの組み合わせをサポートしています。

ⓦ Windows Server 2003 R2 x64 Edition

－　OSインストールメディア（Service Pack 2 内包版）

－　OSインストールメディア(Service Pack 無し)＋Service Pack 2

－　OSインストールメディア（Service Pack 無し）

ⓦ Windows Server 2003 R2

－　OSインストールメディア（Service Pack 2 内包版）

－　OSインストールメディア(Service Pack 無し)＋Service Pack 2

－　OSインストールメディア（Service Pack 無し）

ⓦ Windows Server 2003

－　OSインストールメディア（Service Pack 1 内包版）

－　OSインストールメディア（Service Pack 1 内包版）＋Service Pack 2

Product Key:
AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE

00000-000-000-000
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EXPRESSBUILDERがサポートしているオプションボード

添付の「EXPRESSBUILDER」DVDでサポートしているオプションボードは、以下になりま
す。もし、下記以外のオプションボードを接続するときは、オプションボード添付の説明書
と「応用セットアップ」（76ページ）を参照してセットアップしてください。

ⓦ EXPRESSBUILDERにてOSのインストールをサポートしているオプションボード

－　本体装置内蔵のRAIDコントローラ（LSI MegaRAIDTM SAS PCI EXPRESSTM ROMB）

ⓦ その他のオプション

－　N8103-107 SCSIコントローラ

－　N8103-104 SASコントローラ

－　N8103-90  ディスクアレイコントローラ(外付SAS HDD用)

ハードウェアのセットアップ

次の順序でハードウェアをセットアップします。

1. ラックを設置する。（→112ページ）

2. 別途購入したオプションを取り付ける。（→166ページ）

ヒント 

Windows Server 2003をお使いの環境で次のオプションを増設した場合は、OSの起動後に次の
操作を行ってください。

－ DIMMを増設した場合は「ページングファイルサイズ」を設定し直してください。

詳しくは43ページ（Windows Server 2003）を参照してください。

3. 本装置をラックに取り付ける。（→114ページ）

4. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本装置に接続する。（→124ページ）

5. 添付の電源コードを本装置と電源コンセントに接続する。（→126ページ）

6. 本装置の構成やシステムの用途に応じてBIOSの設定を変更する。

219ページに示す設定例を参考にしてください。

重要 

BIOSの設定には日付や時間の設定もあります。正しく設定されているか必ず確認してくださ
い。

引き続き、オペレーティングシステムのセットアップへ進んでください。
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はい はい

Windowsです

はい

いいえ

再インストールです

Linuxです

シームレスセットアップ

Windows Server 2003 41ページ

シームレスセットアップ 81ページ

マニュアルセットアップ

Windows Server 2003 77ページ

いいえ

購入後、初めてのセットアップですか？

はい

再セットアップしますか？

はい

シームレスセットアップを使う？

Linuxの初期導入設定*1

*1 BTO(工場組み込み出荷)を指定してLinuxサービスセットを
購入されたお客様は、Linuxサービスセットに添付される
「初期設定および関連情報について」を参照してください。

*2 「EXPRESSBUILDER」DVDに格納されているオンライン
ドキュメントのLinux用「インストレーションサプリメント
ガイド」を参照してください。

*3 Windows Server 2008をインストールする場合は、
NEC8番街（http://nec8.com）から「Express5800 
Windows Server 2008サポートキット」を参照してください。

マニュアルセットアップ*1 *2

購入したときのハードディスクドライブの
注文内容は？（11ページ参照）

BTO（工場組み込み出荷）で購入されましたか？

インストールするOSは？

スタート

シームレスセットアップを使う？

インストールするOSは？*3

Windows Server 2003

マニュアルセットアップ

77ページ
Windows Server 2003
x64 Editions

Windows Server 2003
 x64 Editions

未インストール

いいえ

いいえいいえ

カスタムインストール

カスタムインストールモデルのセットアップ

Windows Server 2003 39ページ

29ページ

(Windows Server 2008/
Windows Server 2003 x64 Editions/
Windows Server 2003)

Windows Server 2003
x64 Editions

Windows Server 2008 20ページ

障害処理のためのセットアップ

Windows Server 2003 68ページ

セットアップ完了

システム情報のバック
アップ

75ページ

68ページ
Windows Server 2003 
x64 Editions

Windows Server 2008 64ページ

オペレーティングシステムのセットアップ

ハードウェアのセットアップを完了後、以下のフローに従ってオペレーティングシステムの
セットアップを進めてください。
Windows Server 2008 / Windows Server 2003 x64 Editions / Windows Server 2003
以外のWindows のインストール方法については、お買い求めの販売店または保守サービス
会社にお問い合わせください。
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Windows Server 2008のセットアップ
ハードウェアのセットアップを完了してから、Windows Server 2008やシステムのセットアップをしま
す。

カスタムインストールモデルのセットアップ

BTO（工場組み込み出荷）にて「カスタムインストール」を指定して購入された本装置のハード
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、OS、管理
用ソフトウェアなどがすべてインストールされています。

チェック 

ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品で初めて電源
をONにするときのセットアップの方法について説明しています。再セットアップをする場
合は、NEC8番街(http://nec8.com)から「Express5800 Windows Server 2008 サポート
キット」を参照してください。
ダウンロードページから「Windows Server 2008対応差分モジュール」をダウンロードし、
「インストール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。

セットアップをはじめる前に　－ 購入時の状態について －

セットアップを始める前に次の点について確認してください。

本装置のハードウェア構成（ハードディスクド
ライブのパーティションサイズも含む）やハー
ドディスクドライブにインストールされている
ソフトウェアの構成は、購入前のお客様による
オーダ(BTO(工場組み込み出荷))によって異な
ります。
右図は、標準的な本装置のハードディスクドラ
イブの構成について図解しています。

空きエリア

Windows Server 2008

ハードディスク

ドライブ
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セットアップの手順

次の手順で本装置を起動して、セットアップをします。

1. 周辺装置、本体の順に電源をONにし、そのままWindowsを起動する。

しばらくすると、［Windows セットアップウィザード］画面が表示されます。以降、画面の指示
に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、 [次へ]をクリックしてセットアップを進めてくだ
さい。

ー ［ライセンス契約］(使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を確認してください。

システムが起動します。

（1）［Windows のセットアップ］画面が
表示されたら、［次へ］をクリックす
る。

（2）Windows Server 2008セットアッ
プ完了後、ログオンする前に以下の
画面が表示されパスワードの変更が
要求されたら、［OK］をクリックす
る。

（3）パスワードを変更し［ ］をクリック
する。

ヒント 

Windows Server 2008ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設定することがで
きません。

ⓦ 大文字・小文字・数字が混在すること

また、パスワードは6文字以上を推奨します。
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（4）以下のメッセージが表示されたら、
［OK］をクリックする。

（5）ログイン後「初期構成タスク」画面が
表示され、ユーザー情報を設定す
る。

2. 23ページの「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」 を参照して、ネットワークドラ
イバの詳細設定をする。

3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ドライバをイン
ストールする。

4. 64ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。

5. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま
す。例として次のようなソフトウェアがあります。

ⓦ ESMPRO/ServerAgent
ⓦ エクスプレス通報サービス*

ⓦ Universal RAID Utility*

ⓦ Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージ (x86)（CPUアーキテクチャに関わ
らず、(x86)を使用します）

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または
確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の「本体用バンドルソ
フトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。

6. 75ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。

以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。
再セットアップや「システムのアップデート」を再度実施する際はNEC8番街(ht tp ://
nec8.com) から「Express5800 Windows Server 2008 サポートキット」を参照してくだ
さい。
ダウンロードページから「Windows2008対応 差分モジュール」をダウンロードし、「インス
トール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。
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デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについてはオプションに添付
の説明書を参照してください。

ヒント 

ⓦ 「システムのアップデート」を再度実施する際は、「Windows Server 2008 対応 差分モ
ジュール」が必要です。NEC8番街（http://nec8.com）から「Express5800 Windows
Server 2008 サポートキット」を参照してください。

ⓦ 「カスタムインストールモデル」購入時は、「システムのアップデート」は実施済みです。

LANドライバとPROSetのインストール

LANドライバとPROSetは出荷時にインストールされています。

チェック 

ドライバおよびPROSetに関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソールから管理者
権限（Administrator等）でログインして実施してください。OSのリモートデスクトップ機能
によるリモートからの設定変更操作はサポートしておりません。

ⓦ 受信側スケーリングのセットアップ

標準ネットワークアダプタ[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O
Accelerat ion]、[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O
Acceleration#2]は設定変更が必要のため、以下の手順で実施してください。

1. デバイスマネージャを起動する。

2. デバイスマネージャより、[ネットワークアダプタ]を展開し[Intel(R) PRO1000 ～]のプロパ
ティを開く。

3. [詳細設定]タブを選択し、[受信側スケーリング]をオフに変更する。

4. [OK]をクリックする。

5. システムを再起動する。

以上で完了です。

ⓦ N8104-125 を追加接続する場合の対応

N8104-125を追加接続する場合には、以下の手順にてLANドライバとPROSetをアンイ
ンストール後、N8104-125を接続した状態で「Windows Server 2008対応 差分モ
ジュール」にてシステムのアップデートを実施し、LANドライバとPROSetを適用してく
ださい。

<LANドライバとPROSetのアンインストール手順>

1. 現在のネットワークアダプタやオプションネットワークボードの設定情報を控える。

ヒント 

標準装備のネットワークアダプタやオプションネットワークボードでチーム(ネットワークア
ダプタのチーム)を構成している場合はチームを削除してください。削除の前にはIPアドレス
などの設定情報を控えておき、再インストール後に改めて設定してください。
チームの削除手順は「アダプタフォルトトレランス(AFT)/アダプティブロードバランシング
(ALB)のセットアップ」に記述しています。

2. コントロールパネルより[プログラムのアンインストール]をクリックする。
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3. [Intel(R) Network Connections 12.4.38.0]をダブルクリックする。

[インテル(R) ネットワークコネクション(オプションの削除)]が表示されます。

4. [オプションの削除]で削除項目が選択されているのでそのまま[削除]をクリックする。

[インテル(R) ネットワークコネクション - ソフトウェアの削除]が表示されます。

5. [はい]を選択する。

自動でアンインストールが開始されます。

6. [InstallShield ウィザードを完了しました。] と表示されるので [完了] をクリックする。

7. システムを再起動する。

以上で完了です。

オプションネットワークボード

オプションネットワークボードはN8104-121/125となります。N8104-125を使用する場
合は前項の「N8104-125を追加接続する場合の対応」の手順に従って設定を行ってくださ
い。N8104-125以外のオプションネットワークボードを接続する場合、OSのプラグアンド
プレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。

アダプタフォルトトレランス(A F T ) / アダプティブロードバランシング
(ALB)のセットアップ

アダプタフォルトトレランス(AFT)とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されている
アダプタに障害が発生した場合自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるもので
す。また、アダプティブロードバランシング(ALB)とは複数のアダプタでチームを作り、
サーバから送受信パケットをチームすべてのアダプタから行うことにより、スループットを
向上させるものです。このALB機能はAFT機能を含んでいます。
本機能のサポート対象は、標準装備のネットワープアダプタとオプションネットワークボー
ドです。

重要 

「Windows2008対応 差分モジュール」にてシステムのアップデートを実施した場合は、
再起動を行った後にAFT/ALBのセットアップを行ってください。

<チームのセットアップ手順>

1. コントロールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開く]をクリック
し、[デバイスマネージャ]を起動する。

2. [ネットワークアダプタ]を展開し[Intel(R)～]をダブルクリックする。

3. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、[新規チーム]
をクリックする。

4. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。
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5. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。

重要

1つのチームに含められるアダプタは2つまでです。アダプタを3つ以上含めたチーム構成での
運用は未サポートです。

6. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダプティブロードバランシング」の
いずれかを選択し、[次へ]をクリックする。

7. [完了]をクリックする。

8. [デバイスマネージャ]より、上記の手順で設定したチームのアダプタをダブルクリックしてプロ
パティを開き、[設定]のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。

9. チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を行う。

－ プライマリ設定
プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックする。

－ セカンダリ設定
セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックする。

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[OK]をクリックして画面を閉じてください。

ヒント 

プライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。

1）チームのアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。

2） [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダリを確認する。

10. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表示されたら、[テ
ストの実行]をクリックして実行する。

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。

11. システムを再起動する。

以上で完了です。

<チームの削除手順>

1. コントロールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開く]をクリック
し、[デバイスマネージャ]を起動する。

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを確認する。

6. システムを再起動する。

以上で完了です。
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重要 

ⓦ アダプタフォルトトレランス（AFT）のチームとして指定するネットワークアダプタは、同
一スイッチングハブ（L2）に接続されることを推奨します。異なるスイッチングハブ（L2）
でも使用できますが、異なるスイッチングハブ（L2）に接続する場合は、すべて同一LAN
（同一ネットワーク）上に存在する必要があるため、カスケード接続にしてください。

ⓦ アダプティブロードバランシング（ALB）を使用する場合は、スイッチングハブ（L2）に
のみ接続できます。

ⓦ マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合は、必ずチームを
削除し、交換後にチームを再作成してください。

ネットワークドライバのセットアップ

<転送速度の設定>

転送速度については下記の手順に従って、ネットワークアダプタへ転送速度とDuplexモード
の設定をしてください。また、IPアドレスを設定する際、[インターネットプロトコル(TCP/
IP)]のチェックボックスが外れている場合、チェックを付けてからIPアドレスの設定をして
ください。

1. コントロールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開く]をクリック
し、[デバイスマネージャ]を起動する。

2. ネットワークアダプタを展開し、以下のいずれかをダブルクリックする。

[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration]
[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#2]
[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection]
[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection#2]

ネットワークアダプタのプロパティのダイアロボックスが表示されます。

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をハブの設定値と同じ値に設定する。

4. ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスの[OK]をクリックする。

以上で完了です。

WOLのセットアップ

WOL(Wake On Lan)の設定を行います。
以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。

1. デバイスマネージャを起動する。

2. ネットワークアダプタを展開し、[Intel(R)～]のアダプタをダブルクリックする。

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。

3. [電力の管理]タブを選択し、[Wake On LAN]内に下記の項目にチェックを入れる。

－ Wake On Directed Packet
－ Wake On Magic Packet
－ 電源オフ状態からの Wake On Magic Packet

ヒント 

Wake On Directed Packet, Wake On Magic Packetはデフォルトでチェックが入っています。
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4. ネットワークアダプタのプロパティの[OK]をクリックする。

5. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。

グラフィックスアクセラレータドライバ

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、出荷時にインストールされていま
す。

SCSIコントローラ(N8103-107)を使用する場合

SCSIコントローラ(N8103-107)を使用する場合、または追加接続する場合、OSのプラグア
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありま
せん。

Fibre Channel コントローラ(N8190-127/131)を使用する場合

Fibre Channelコントローラ(N8190-127/131)を使用する場合、または追加接続する場
合、OSのプラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、
その後、ドライバのアップデートが必要です。接続後、EXPRESSBUILDERから「システム
のアップデート」を実行してドライバをインストールしてください。

SASコントローラ(N8103-104)を使用する場合

SASコントローラ(N8103-104)を使用する場合、または追加接続する場合、OSのプラグア
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバの
アップデートが必要です。接続後、EXPRESSBUILDERから「システムのアップデート」を実
行してドライバをインストールしてください。

ディスクアレイコントローラ(N8103-90)を使用する場合

ディスクアレイコントローラ(N8103-90)を使用する場合、または追加接続する場合、OSの
プラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必
要ありません。

RAIDコントローラ(N8103-115)を使用する場合

RAIDコントローラ(N8103-115)を使用する場合、または追加接続する場合、OSのプラグア
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバの
アップデートが必要です。
接続後、RAIDコントローラ(N8103-115)に添付されているマニュアルを参照してドライバ
をインストールしてください。
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障害処理のためのセットアップ

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセットアップをしてくださ
い。詳細な手順については64ページをご覧ください。

Hyper-Vのサポートについて

Hyper-Vのサポートに関する詳細情報は下記を参照してください。

http://support.express.nec.co.jp/w2008/hyper-v.html

再セットアップ

Windows Server 2008の再セットアップをする場合は、NEC8番街(http://nec8.com)から
「Express5800 Windows Server 2008 サポートキット」を参照してください。
ダウンロードページから「Windows Server 2008対応差分モジュール」をダウンロードし、
「インストール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。
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空きエリア

Windows Server
2003 x64 Editions

ハードディスク

ドライブ

Windows Server 2003 x64 Editions
のセットアップ
ハードウェアのセットアップを完了してから、Windows Server 2003 x64 Editionsやシステムのセット
アップをします。

カスタムインストールモデルのセットアップ

BTO（工場組み込み出荷）にて「カスタムインストール」を指定して購入された本装置のハード
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、OS、管理
用ソフトウェアなどがすべてインストールされています。

チェック 

ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品で初めて電源
をONにするときのセットアップの方法について説明しています。再セットアップをする場
合は、EXPRESSBUILDERに格納されているオンラインドキュメント「Windows Server
2003 R2 x64 Edition インストレーションサプリメントガイド」の「マニュアルセットアッ
プ」を参照してください。

セットアップをはじめる前に　－ 購入時の状態について －

セットアップを始める前に次の点について確認してください。

本装置のハードウェア構成（ハードディスクドラ
イブのパーティションサイズも含む）やハード
ディスクドライブにインストールされているソ
フトウェアの構成は、購入前のお客様による
オーダ(BTO(工場組み込み出荷))によって異な
ります。
右図は、標準的な本装置のハードディスクドラ
イブの構成について図解しています。

セットアップの手順

次の手順で本装置を起動して、セットアップをします。

1. 周辺装置、本体の順に電源をONにし、そのままWindowsを起動する。

しばらくすると、［Windows セットアップウィザードの開始］画面が表示されます。以降、画面
の指示に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、 [次へ]をクリックしてセットアップを進め
てください。

ー ［ライセンス契約］(使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を確認してください。

ー [ソフトウェアの個人用設定]画面では、名前や会社名または組織名を入力します。

ー [ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを選択します。

ー [コンピュータ名とAdministratorのパスワード] 画面では、コンピュータ名とAdministrator
のパスワードを入力してください。
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ー [日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正しく設定してください。

ー [ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を選択します。

ー [ワークグループまたはドメイン名]画面では、ドメインに参加させるか選択します。

システムが再起動します。

2. 31ページの「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」 を参照して、ネットワークドラ
イバの詳細設定をする。

3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ドライバをイン
ストールする。

4. 68ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。

5. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま
す。例として次のようなソフトウェアがあります。

ⓦ ESMPRO/ServerAgent
ⓦ エクスプレス通報サービス*1

ⓦ Universal RAID Utility*1

ⓦ PowerChute Business Edition（本ソフトウェアを購入された場合のみ）*1

ⓦ Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ (x64)
ⓦ Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージ (x86) *2

*1 お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または確認をしなければならないソフトウェ
アを示しています。「ソフトウェア編」の「本装置用バンドルソフトウェア」を参照して使用環
境に合った状態に設定してください。

*2 CPUアーキテクチャに関わらず、(x86)を使用します。

重要

ⓦ カスタムセットアップで出荷された場合、インストールされているサービスパックのバー
ジョンと、装置に添付されているサービスパックのバージョンが異なる場合があります。
サービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報を確認してください。

［8番街］ http://nec8.com/

ⓦ 装置に「NEC Express5800 シリーズ Windows® Server 2003 RUR CD-ROM」が
添付されている場合がありますが、CD-ROMは使用せず、破棄するか、装置に添付されて
いる他の媒体と異なった場所に保管してください。

6. 75ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。

以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。

再セットアップをする際は「マニュアルセットアップ」を使用してください。「マニュアルセッ
トアップ」は、EXPRESSBUILDERに格納されているオンラインドキュメント「Windows
Server 2003 R2 x64 Edition インストレーションサプリメントガイド」を参照してくださ
い。
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デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについてはオプションに添付
の説明書を参照してください。

受信側スケーリングのセットアップ

標準ネットワークアダプタ[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O
Acceleration]、[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#2]
は設定変更が必要のため、以下の手順で実施してください。

重要 

Windows Server 2003 64-bit(x64) Editionの場合は、Intel(R) PROSetをインス
トールする前に下記の手順を実施してください。

1. デバイスマネージャを起動する。

2. デバイスマネージャより、[ネットワークアダプタ]を展開し[Intel(R) PRO1000 ～]のプロパティ
を開く。

3. [詳細設定]タブを選択し、[受信側スケーリング]をオフに変更する。

4. [OK]をクリックする。

5. システムを再起動する。

以上で完了です。

重要 

Windows Server 2003 64-bit(x64) Editionで、Intel(R) PROSetをインストール
している場合、受信側スケーリングの設定項目が表示されないことがあります。その場合
は、[Intel(R) PROSetのアンインストール手順]に従ってPROSetをアンインストール
し、上記の手順で受信側スケーリングの設定を行ってください。
再度、Intel(R) PROSetをインストールする場合は次項「PROSet」を参照してください。

[Intel(R) PROSetのアンインストール手順]

1. コントロールパネルを起動する。

2. [プログラムの追加と削除]をダブルクリックする。

3. [Intel(R) PRO Network...]を選択し、[変更と削除]ボタンをクリックする。

4. [インテル(R) PRO Network Connections]が表示されたら以下の3点すべてに、チェックが入っ
ていることを確認して[削除]ボタンをクリックする。

－ ドライバ
－ インテル(R) PROSet for windows デバイスマネージャ
－ Advanced Network Services

5. ダイアログが表示されたら[はい]をクリックする。

アンインストールが開始されます。

6. [完了]をクリックします。

以上で完了です。
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PROSet

PROSetは、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。
PROSetを使用することにより、以下のことが行えます。

－ アダプタ詳細情報の確認
－ ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断
－ チームの設定

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、本装置に耐障害性に優れた環
境を提供し、本装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。
このような機能を利用する場合は、PROSetが必要になります。
PROSetをインストールする場合は、以下の手順に従ってください。

1. 「EXPRESSBUILDER」DVDをCD-RW/DVD-ROM装置にセットする。

2. エクスプローラを起動する。

3. 「¥001¥win¥winnt¥w2k3amd¥dl3¥proset¥winx64」ディレクトリ内の「dxsetup.exe」アイコ
ンをダブルクリックする。

［Intel(R) PROSet - Installshield ウィザード］が起動します。

4. [次へ]をクリックする。

5. 使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択して[次へ]をク
リックする。

6. デフォルトのまま[次へ]をクリックする。

7. 再度、使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択して[次へ]
をクリックする。

8. [インストール]をクリックする。

9. [InstallShieldウィザードを完了しました]というメッセージが表示されたら、[完了]をクリックする。

10. 「EXPRESSBUILDER」DVDを取り出して、システムを再起動する。

以上で完了です。

チェック 

ドライバおよびPROSetに関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソールから管理者
権限（Administrator等）でログインして実施してください。OSのリモートデスクトップ機能
によるリモートからの設定変更操作はサポートしておりません。
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ネットワークドライバ

標準装備の4つのネットワークドライバは、BTO出荷時、またはEXPRESSBUILDERから
「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。
インストール後は、次の手順に従って、ドライバへ転送速度とDuplexモードの設定をしてく
ださい。また、IPアドレスを設定するとき、[インターネットプロトコル(TCP/IP)]のチェッ
クボックスが外れている場合は、チェックを付けてからIPアドレスを設定してください。

[PROSetがインストールされていない場合]

1. デバイスマネージャを起動する。

2. ネットワークアダプタを展開し、以下のいずれかダブルクリックする。

[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration]
[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#2]
[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection]
[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection#2]

ネットワークアダプタのプロパティのダイアロボックスが表示されます。

3. [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]をハブの設定値と同じ値に設定する。

4. ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスの[OK]をクリックする。

以上で完了です。

[PROSetがインストールされている場合]

1. デバイスマネージャを起動する。

2. ネットワークアダプタを展開し、以下のいずれかをダブルクリックする。

[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration]
[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#2]
[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection]
[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection#2]

ネットワークアダプタのプロパティのダイアロボックスが表示されます。

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をハブの設定値と同じ値に設定する。

4. ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスの[OK]をクリックする。

以上で完了です。

以上でドライバのインストールは完了です。

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。
［ネットワーク接続］からローカルエリア接続のプロパティダイアログボックスを表示させて
行います。

ヒント 

サービスの追加にて、[ネットワークモニタ] を追加することをお勧めします。
[ネットワークモニタ] は、[ネットワークモニタ] をインストールしたコンピュータが送受信
するフレーム（またはパケット）を監視することができます。
 ネットワーク障害の解析などに有効なツールです。インストールの手順は、この後の「障害
処理のためのセットアップ」を参照してください。
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グラフィックスアクセラレータドライバ

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、B T O 出荷時、または
EXPRESSBUILDERから「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。
ドライバを個別に再インストールしたいときは、次の手順に従ってください。

1. 「EXPRESSBUILDER」DVDをCD-RW/DVD-ROM装置にセットする。

2. スタートメニューから［プログラム］－［アクセサリ］の順でポイントし、［エクスプローラ］をクリッ
クする。

3. 「¥001¥win¥winnt¥w2k3amd¥video」ディレクトリ内の[install.bat]アイコンをダブルクリック
する。

メッセージにしたがってインストール作業を進めてください。

チェック 

途中、"デジタル署名が見つかりませんでした。..."とのメッセージが表示される場合は、「はい」
をクリックしてインストールを続けてください。

4. 「EXPRESSBUILDER」DVDをCD-RW/DVD-ROM装置から取り出し、画面の指示にしたがって
OSを再起動する。

オプションのネットワークボードのドライバ

「EXPRESSBUILDER」DVDに格納されているドライバをインストールしてください。

「N8104-121/125/126」の場合
「¥001¥win¥winnt¥w2k3amd¥dl3¥pro1000¥winx64」

「N8104-123A」のネットワークボードを使用する場合は、添付されているCDかFDに格納さ
れているドライバを使用してください。なお、インストール手順が不明な場合は、添付され
ているネットワークドライバのインストール手順を参照してください。

＜オプションボード用ネットワークドライバのインストール＞

1. デバイスマネージャを起動する。

2. [ネットワークアダプタ]→[Intel(R) PRO/1000～]または[Intel(R) PRO/100～]をダブルクリッ
クする。

[Intel(R) PRO/1000～]または[Intel(R) PRO/100～]ダイアログボックスが表示されます。

ヒント 

[？その他のデバイス]→[？イーサネットコントローラ]がある場合は[？イーサネットコント
ローラ]をダブルクリックしてください。

3. [ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックする。

[ハードウェアの更新ウィザード]が表示されます。

4. [一覧または特定の場所からインストールする（詳細）]を選択し、[次へ]をクリックする。
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5. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェックを入れ、

「N8104-121/125/126」の場合
「¥001¥win¥winnt¥w2k3amd¥dl3¥pro1000¥winx64」

と入力し、[次へ]をクリックする。

ドライバの検索が開始され、検索後にインストールが始まります。しばらくすると[ハードウェア
の更新ウィザードの完了]画面が表示されます。

6. [完了]をクリックする。

以上で完了です。

アダプタフォルトトレランス(A F T ) /アダプティブロードバランシング
(ALB)のセットアップ

アダプタフォルトトレランス(AFT)とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されている
アダプタに障害が発生した場合、自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるもの
です。また、アダプティブロードバランシング(ALB)とは複数のアダプタでチームを作り、
サーバから送受信パケットをチームすべてのアダプタから行うことにより、スループットを
向上させるものです。この機能はAFT機能を含んでいます。
チームの機能をサポートしているのは標準装備のネットワークアダプタとオプションネット
ワークボードです。

<チームのセットアップ手順>

重要 

AFT/ALBのセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動した後に行う必要があ
ります。

1. [デバイスマネージャ］を起動する。

2. ［ネットワークアダプタ］を展開し［Intel(R)～］をダブルクリックする。

3. チーム化のタブを選択し、「その他のアダプタとチーム化する(T)」にチェックを入れ、[新規チー
ム]をクリックする。

4. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。

5. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。

6. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダプティブロードバランシング」の
いずれかを選択し、[次へ]をクリックする。

7. [完了]をクリックする。

8. デバイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデバイスのプロパティを開く。

「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックします。

9. チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を行う。

－ プライマリ設定
プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックする。

－ セカンダリ設定
セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックする。

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[OK]をクリックして画面を閉じてください。
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ヒント 

プライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。

1. チームのアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。

2. [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダリを確認する。

10. [設定]タブのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表示されたら、[テ
ストの実行]をクリックして実行する。

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。

11. システムを再起動する。

以上で完了です。

<チームの削除手順>

1. デバイスマネージャを起動する。

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを確認する。

6. システムを再起動する。

以上で完了です。

重要 

ⓦ アダプタフォルトトレランス(AFT)のチームとして指定するネットワークアダプタは、
同一スイッチングハブ(L2)に接続されることを推奨します。異なるスイッチングハブ
(L2)でも使用できますが、異なるスイッチングハブ(L2)に接続する場合は、すべて同
一LAN（同一ネットワーク）上に存在する必要があるため、カスケード接続にしてくだ
さい。

ⓦ アダプティブロードバランシング(ALB)を使用する場合は、スイッチングハブ(L2)に
のみ接続できます。

ⓦ アダプティブロードバランシング(ALB)のグループとして指定するアダプタは、同一ハ
ブに接続してください。

ⓦ マザーボードまたはオプションのネットワークボードを交換する場合は、必ずチームを
削除し、交換後にチームを再作成してください。
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WOLのセットアップ

WOL(Wake On Lan)の設定を行います。
以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。

[PROSetがインストールされている場合]

1. [デバイスマネージャ］を起動する。

2. ネットワークアダプタを展開し、[Intel(R)～]のアダプタをダブルクリックする。

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。

3. [電力の管理]タブを選択し、[Wake On LAN]内に下記の項目にチェックを入れる。

－ Wake On Directed Packet
－ Wake On Magic Packet
－ 電源オフ状態からのWake On Magic Packet

ヒント 

Wake On Directed Packet, Wake On Magic Packetはデフォルトでチェックが入っています。

4. ネットワークアダプタのプロパティの[OK]をクリックする。

5. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。

[PROSetがインストールされていない場合]

1. デバイスマネージャを起動する。

2. ネットワークアダプタを展開し、[Intel(R)～]のアダプタをダブルクリックする。

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。

3. [電力の管理]タブを選択し、下記の項目にチェックを入れる。

－ 電力の節電のため、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにする
－ このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする

4. [詳細設定]タブを選択する。

5. [PMEをオンにする]の[値]を"オン"にする。

6. ネットワークアダプタのプロパティの[OK]をクリックする。

7. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。

ディスクアレイコントローラ(N8103-90)を使用する場合

ディスクアレイコントローラ(N8103-90)を使用する場合、または追加接続する場合、OSの
プラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必
要ありません。
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SASコントローラ(N8103-104)を使用する場合

SASコントローラ(N8103-104)を使用する場合、または追加接続する場合、OSのプラグア
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。接続後、
EXPRESSBUILDERから「システムのアップデート」を実行してドライバをインストールして
ください。

SCSIコントローラ(N8103-107)を使用する場合

SCSIコントローラ(N8103-107)を使用する場合、または追加接続する場合、OSのプラグア
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。接続後、
EXPRESSBUILDERから「システムのアップデート」を実行してドライバをインストールして
ください。

RAIDコントローラ(N8103-115)を使用する場合

RAIDコントローラ(N8103-115)を使用する場合、または追加接続する場合、OSのプラグア
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバの
アップデートが必要です。
接続後、RAIDコントローラ(N8103-115)に添付されているマニュアルを参照してドライバ
をインストールしてください。

障害処理のためのセットアップ

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセットアップをしてくださ
い。詳細な手順についてはユーザーズガイド（68ページ）をご覧ください。

再セットアップ

Windows Server 2003 x64 Editionsの再セットアップをする場合は、EXPRESSBUILDER
に格納されているオンラインドキュメント「Windows Server 2003 R2 x64 Editionインス
トレーションサプリメントガイド」の「マニュアルセットアップ」を参照してください。
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空きエリア

Windows Server
2003

ハードディスク

ドライブ

Windows Server 2003のセットアップ
ハードウェアのセットアップを完了してから、Windows Server 2003やシステムのセットアップをしま
す。再インストールの際にも参照してください。

重要 

Windows Server 2003, Standard Edition / Enterprise Editionをご利用の場合、
インストールに使用する OS インストールメディアについては、必ず『Service Pack 1
が内包されたメディア』をご使用ください。

カスタムインストールモデルのセットアップ

BTO（工場組み込み出荷）にて「カスタムインストール」を指定して購入された本装置のハード
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、OS、管理
用ソフトウェアなどがすべてインストールされています。

チェック 

ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された本装置で初めて電
源をONにするときのセットアップの方法について説明しています。再セットアップをする
場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」や「応
用セットアップ」を参照してください。

セットアップをはじめる前に　－ 購入時の状態について －

セットアップを始める前に次の点について確認してください。

本装置のハードウェア構成（ハードディスクドラ
イブのパーティションサイズも含む）やハード
ディスクドライブにインストールされているソフ
トウェアの構成は、購入前のお客様によるオーダ
によって異なります。
右図は、標準的な本装置のハードディスクドライ
ブの構成について図解しています。
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セットアップの手順

次の手順で本装置を起動して、セットアップをします。

1. 周辺装置、本体の順に電源をONにし、そのままWindowsを起動する。

しばらくすると、［Windows Server 2003セットアップ］画面が表示されます。以降、画面の指
示に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、 [次へ]をクリックしてセットアップを進めてく
ださい。

ー ［ライセンス契約］(使用許諾契約)画面では、使用許諾契約 の内容を確認してください。

ー [ソフトウェアの個人用設定]画面では、名前や会社名または組織名を入力します。

ー [ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを選択します。

ー [コンピュータ名と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータ名とAdministrator
のパスワードを入力してください。

ー [日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正しく設定してください。

ー [ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を選択します。

ー [ワークグループまたはドメイン名]画面では、ドメインに参加させるか選択します。

システムが再起動します。

2. 54ページの手順24以降を参照して、ネットワークの詳細設定をする。

3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ドライバをイン
ストールする。

4. 68ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。

5. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま
す。例として次のようなソフトウェアがあります。

ⓦ ESMPRO/ServerAgent
ⓦ エクスプレス通報サービス*
ⓦ Universal RAID Utility*
ⓦ PowerChute Business Edition（本ソフトウェアを購入された場合のみ）*
ⓦ 情報提供ツール「NECからのお知らせ」
ⓦ Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ (x86)
ⓦ Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージ (x86)

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または
確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の「本装置用バンドル
ソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。

重要

ⓦ カスタムセットアップで出荷された場合、インストールされているサービスパックのバー
ジョンと、装置に添付されているサービスパックのバージョンが異なる場合があります。
サービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報を確認してください。

［8番街］ http://nec8.com/

ⓦ 装置に「NEC Express5800 シリーズ Windows® Server 2003 RUR CD-ROM」が
添付されている場合がありますが、CD-ROMは使用せず、破棄するか、装置に添付されて
いる他の媒体と異なった場所に保管してください。

6. 75ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。

以上でカスタムインストールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。
再セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使用してください。
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シームレスセットアップ

EXPRESSBUILDERの「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップします。

本機能は、本装置に接続されたRAIDコントローラを自動認識してRAIDシステムを構築しま
すので、あらかじめ、「ハードウェアのセットアップ」（18ページ）の設定を完了させておいて
ください。

重要 

シームレスセットアップでは、設定によってはハードディスクの内容を削除します。入力す
るパラメータにご注意ください。特に、以下の設定時には注意が必要です。

－　Step 4 「RAIDの設定」
－　Step 5 「メディアとパーティションの設定」

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨します。

チェック 

シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセットアップについて
は、76ページの「応用セットアップ」で説明しています。

ヒント 

ⓦ シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを使用したり、
セットアップ中に設定したパラメータをパラメータファイルとしてフロッピーディスク
(別途1.44MBフォーマット済み空きフロッピーディスクをお客様でご用意ください）に
保存することができます。フロッピーディスクをご使用の場合は、別途USBフロッピー
ディスクドライブをご用意ください。

ⓦ パラメータファイルは、EXPRESSBUILDERにある「ExpressPicnic®」を使って事前に
作成しておくことができます。
ExpressPicnicを使ったパラメータファイルの作成方法については、323ページを参照し
てください。
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セットアップ前の確認事項について

シームレスセットアップを始める前に、ここで説明する注意事項について確認しておいてく
ださい。

Windowsファミリについて

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール可能なエ
ディションは次のとおりです。
サービスパックについては、「EXPRESSBUILDERがサポートしているサービスパック」（17
ページ）を参照してください。

ⓦ Windows Server® 2003 R2, Standard Edition 日本語版
ⓦ Windows Server® 2003 R2, Enterprise Edition 日本語版
ⓦ Windows Server® 2003, Standard Edition 日本語版
ⓦ Windows Server® 2003, Enterprise Edition 日本語版

以降「Windows Server 2003」と呼びます。

その他のOSをインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問
い合わせください。

重要 

Windows Server 2003 x64 Editionsでは、シームレスセットアップを使用できませ
ん。再セットアップする場合は、「Windows Server 2003 R2 x64 Edition インスト
レーションサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を使用してくださ
い。

BIOSの設定について

Windows Server 2003をインストールする前にハードウェアのBIOS設定などを確認して
ください。216ページを参照して設定してください。

注意すべきハードウェア構成について

Windows Server 2003をシームレスセットアップでインストールするとき、次のような
ハードウェア構成においては特殊な手順が必要となります。

ミラー化されているボリュームへのインストールについて

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インストール完
了後に再度ミラー化してください。

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管
理]内の[ディスクの管理]から行えます。

MO装置の接続について

インストール時にMO装置を接続したままファイルシステムをNTFSに設定すると、ファイ
ルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されな
かった場合は、MO装置を外してインストールを最初からやり直してください。
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DAT等のメディアについて

シームレスセットアップでは、DAT等のインストールに不要なメディアはセットしないでく
ださい。

複数台のハードディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について

Windowsシステムをインストールしようとするハードディスクドライブのほかに別のハー
ドディスクドライブを接続する場合は、Windowsをインストールした後に接続してくださ
い。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、「論理ド
ライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」（78ページ）を参照してください。

ヒント 

データディスク用としてN8103-90ボードを接続する場合は、RAIDコントローラのコンフィ
グレーション情報をクリアしてからシームレスセットアップを開始してください。コンフィ
グレーション情報のクリア手順についてはN8103-90ボードに添付のマニュアルを参照して
ください。
N8103-115ボードを接続したまま、シームレスセットアップを実施すると、RAIDの設定画
面で内蔵RAIDコントローラへのRAIDの設定が行えません。「RAIDシステムのコンフィグ
レーション」を参照し、手動にてRAIDを構築した後、シームレスセットアップを実施してく
ださい。この時、シームレスセットアップのSTEP 4 「RAID の設定」 の画面では「論理ドラ
イブの作成をスキップする」を選択してください。

ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブへの再インストールに
ついて

ダイナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したままでの
再インストールはできません。この場合、「EXPRESSBUILDER」DVDに格納されている
「Windows Server 2003インストレーションサプリメントガイド」を参照してセットアップ
してください。

システムパーティションのサイズについて

Windowsシステムをインストールするために必要なパーティションのサイズは、次の計算式から求
めることができます。

インストールに必要なサイズ + ページングファイルサイズ + ダンプファイルサイ
ズ + アプリケーションサイズ

インストールに必要なサイズ ＝ 3500MB(Windows Server 2003 R2)
＝ 3500MB(Windows Server 2003 with

Service Pack 1)
＝ 3500MB(Windows Server 2003 R2

with Service Pack 2)
＝ 5300MB(Windows Server 2003 R2

+Service Pack 2 CD-ROM)
＝ 5300MB(Windows Server 2003 with

Service Pack 1 +Service Pack 2 CD-
ROM)

ページングファイルサイズ（推奨）＝搭載メモリサイズ × 1.5
ダンプファイルサイズ ＝搭載メモリサイズ ＋ 12MB
アプリケーションサイズ ＝任意



44

重要 

ⓦ 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取のための推奨サイ
ズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの初期サ
イズを持つページングファイルが必要です。また、ページングファイルが不足すると仮
想メモリ不足により正確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体
で十分なページングファイルサイズを設定してください。

ⓦ 1つのパーティションに設定できるページングファイルサイズは最大で4095MBで
す。搭載メモリサイズ×1.5倍のサイズが4095MBを超える場合は、4095MBで設
定してください。

ⓦ 搭載メモリサイズが2GB以上の場合のダンプファイルサイズの最大は「2048MB＋
12MB」です。

ⓦ その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアプリケーションが
必要とするディスク容量を追加してください。

例えば、搭載メモリサイズが512MBの場合、パーティションサイズは、前述の計算方法から

3500MB + (512MB × 1.5) + 512MB + 12MB + アプリケーションサイズ =
4792MB + アプリケーションサイズ

となります。
システムをインストールするパーティションサイズが「インストー ルに必要なサイズ + ペー
ジングファイルサイズ」より小さい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスク
を増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のように複数のディ
スクに割り当てることで解決できます。

1. 「インストールに必要なサイズ + ページングファイルサイズ」を設定する。
2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルサイズ

分）を別のディスクに書き込むように設定する。

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストールに必要なサ
イズ + ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してください。

サービスパックの適用について

ⓦ Windows Server 2003, Standard Editionをご利用の場合、インストールに使用する
OS インストールメディアについては、必ず『Service Pack 1 が内包されたメディア』
をご使用ください。再度Service Pack 1を適用する必要はありません。

ⓦ Service Pack 2が内包された OS インストールメディアを使用しインストールされた
場合は、再度Service Pack2を適用する必要はありません。

ⓦ Windows Server 2003 R2 をインストールする場合は、Service Pack 1を適用する必
要はありません。

ⓦ Windows Server 2003 R2 をインストールする場合は、シームレスセットアップ中に
サービスパックを適用しないでください。サービスパックはシームレスセットアップ完
了後Windows Server 2003 R2 DISC 2のインストールを実施した上で「システムのアッ
プデート」にて適用してください。

ⓦ 本装置に添付されているサービスパック以降のサービスパックを使用する場合は、下記
サイトより詳細情報を確かめた上で使用してください。

         [NEC 8番街] http://nec8.com/
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次へ

スキップするパラメータのロード（Step2）

次へ

実行する

次へ

OSの選択（Step3）

RAIDの設定（Step4）

サービスパックCD-ROMをセットする*
（サービスパックを適用する場合）

パラメータのセーブ（Step11）

Windowsの詳細設定（Step5～10）

自動インストールの開始（Step12）

CD/DVD-ROM, フロッピーディスクを取り出す

Windows OS CD-ROMをセットする

ソフトウェア使用許諾契約に同意する

RAIDシステムのコンフィグレーション

Windowsシステムパーティションの作成・フォーマット

インストール終了

*　Windows Server 2003 R2は除く。

Windowsドライバのコピー
　　　　　↓
選択したアプリケーションのコピー

自動インストール
　　 ↓
自動ログオン

: 入力や選択が必要な作業

次へ

次へ

:  自動的に作業が進む内容

セットアップの流れ

シームレスセットアップの流れを図に示します。
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セットアップの手順

シームレスセットアップでは、ウィザード形式により各パラメータを設定していきます。こ
のとき、各パラメータを一つのファイル（パラメータファイル）としてフロッピーディスクへ
保存することも可能です。

チェック 

パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保存用として1.44MB
フォーマット済みの空きフロッピーディスクが1枚必要となります。あらかじめ、お客様で
フロッピーディスクをご用意ください。

再インストールのときは、保存しておいたパラメータファイルを読み込ませることで、ウィ
ザードによるパラメータ入力を省略することができます。

重要 

事前に『注意すべきハードウェア構成について』（42ページ）を確認してください。

1. 周辺装置、本装置の順に電源をONにする。

2. 本装置の光ディスクドライブに「EXPRESSBUILDER」DVDをセットする。

3. DVDをセットしたら、リセットする（<Ctrl> + <Alt> + <Delete>キーを押す）か、電源をOFF/ON
して本装置を再起動する。

DVDからEXPRESSBUILDERが起動します。

右のメッセージが表示されたら、「Os　
installation *** default ***」を選択し
てください（何もキー入力がない場合で
も、自動的に手順4の画面へ進みま
す）。

4. [シームレスセットアップを実行する]を
選択し、[次へ]をクリックする。
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5. パラメータをロードする。

[パラメータのロード]画面が表示されま
す。

[パラメータファイルを使用しない場合]
「パラメータをロードしない」を選択して、[次へ]をクリックする。

チェック 

フロッピーディスクドライブが装置に接続されていない場合、こちらを選択してください。

 [パラメータファイルを使用する場合]
「パラメータをロードする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力する。この
後、各ウィザードにてファイルからロードされたパラメータを確認する場合は[次へ]を、確認し
ないでそのままインストールする場合は[スキップする]をクリックする。

チェック 

パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでください。

[次へ]をクリック→手順6へ
[スキップする]をクリック→手順15へ

6. インストールするOSを選択する。

[Windows(32bitエディション)をイン
ストールする]を選択して、[次へ]をク
リックしてください。
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7. RAIDの設定をする。

[RAIDの設定]画面が表示されます。設
定内容を確認し、必要なら修正を行っ
てから[次へ]をクリックしてください。

ヒント 

ⓦ 論理ドライブの作成には同型番の
物理ディスクしか使用できませ
ん。

ⓦ 正常に終了しない場合は、
EXPRESSBUILDER内にドライ
バが収録されていない可能性が有
ります。「セットアップを始める
前に」（39ページ）をご参照願いま
す。

8. メディアとパーティションの設定をす
る。

[メディアとパーティションの設定]画面
が表示されます。
設定内容を確認し、必要なら修正を
行ってから[次へ]をクリックしてくださ
い。

重要

ⓦ Windows Server 2003 R2をご使用の場合は、シームレスセットアップでサービスパッ
クを適用しないでください。
サービスパックを適用する場合は、シームレスセットアップ完了後、Windows Server
2003 R2 DISC 2を適用してから「システムのアップデート」にてサービスパックを適用
してください。

ⓦ パーティションサイズについて
－ OSをインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで指定してくださ
い（43ページ参照）。

－ 接続されているハードディスク以上の容量は指定しないでください。
－ RAIDシステム構成で2,097,144MB以上の論理ドライブは作成できません。

ⓦ 「Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択したとき、ディスクの内
容はすべてクリアされますのでご注意ください。

ⓦ 「Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使用する」を選択すると、
最初のパーティションの情報はフォーマットされ、すべてなくなります。それ以外のパー
ティションの情報は保持されます。下図は、情報が削除されるパーティションを示していま
す。

第1パーティション

　　　削除

第2パーティション

　　　保持

第3パーティション

　　　保持

ⓦ ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティショ
ンを残したまま再インストールすることはできません（43ページ参照）。「Windows シス
テムドライブの設定」で「既存のパーティションを使用する」を選択しないでください。
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10. ネットワークプロトコルの設定をす
る。

[ネットワークプロトコルの設定]画面が
表示されます。設定内容を確認し、必
要なら修正を行ってから[次へ]をクリッ
クしてください。

ヒント 

カスタム設定での登録順は、LAN
ポートの番号と一致しない場合があり
ます。

9. 基本情報の設定をする。

[基本情報の設定]画面が表示されるの
で、ユーザ情報を入力して[次へ]をク
リックしてください。

ヒント 

ⓦ パラメータファイルを使用して
セットアップを行った場合や、
Step7以降の画面からStep6に画
面を戻した場合、「Administrator
パスワード」および「Administrator
パスワードの確認」に値を設定し
ていない場合でも「●●●●●」が
表示されます。

ⓦ 日本語入力する場合は、<Alt>+<
半角/全角>キーを押してくださ
い。

11. 参加ドメイン・ワークグループを指定
する。

[参加ドメイン・ワークグループの指定]
画面が表示されます。
設定内容を確認し、必要なら修正を
行ってから[次へ]をクリックしてくださ
い。
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12. コンポーネントの設定をする。

[コンポーネントの設定]画面が表示され
ます。設定内容を確認し、必要なら修
正を行ってから[次へ]をクリックしてく
ださい。

13. アプリケーションの設定をする。

[アプリケーションの設定]画面が表示さ
れます。設定内容を確認し、必要なア
プリケーションを選択して[次へ]をク
リックしてください。

ヒント 

ⓦ 「追加アプリケーションのインストール」について

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップの最後にあらかじ
め指定された任意のアプリケーションを自動でインストールする機能です。
詳細については、「 http://www.nec.co.jp/expicnic 」の[FAQ] - シリーズを選択 - 対応するバー
ジョンの[重要]を選択 - [追加アプリケーションのインストールについて]を参照してくださ
い。

ⓦ 「情報提供ツール「NECからのお知らせ」」について

－ インストールメディアの設定において、以下のエディションを選択した場合にのみ、表
示されます。
－ Windows Server 2003, Standard Edition (日本語)
－ Windows Server 2003 R2, Standard Edition (日本語)
これ以外のファミリやエディションでは、インストールされません。

－ 情報提供ツール「NECからのお知らせ」をインストールしない場合、[選択されたアプリ
ケーション]の「NECからのお知らせ」を選択し[<<削除]をクリックし、[追加可能なアプ
リケーション]に移動していることを確認してください。シームレスセットアップ後、
情報提供ツール「NECからのお知らせ」をインストールする場合は「システムのアップ
デート」でインストールしてください。

－ 情報提供ツール「NECからのお知らせ」についての詳細は、本書「情報提供ツール「NEC
からのお知らせ」(338ページ）」をご覧ください。
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14. パラメータをセーブする。

[パラメータのセーブ]画面が表示されま
す。

[パラメータファイルを保存しない場合]
「パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。

チェック 

フロッピーディスクドライブが装置に接続されていない場合、こちらを選択してください。
 
 [パラメータファイルを保存する場合]

「パラメータをセーブする」を選択し、フォーマット済みフロッピーディスクをセットした後、パ
ラメータファイルのパスをボックスへ入力し、 [次へ]をクリックする。

チェック 

パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでください。

ヒント 

ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用することができます。ま
た、パラメータファイルは「ExpressPicnic®」からも作成することができます。

15. 自動インストールの開始画面で[実行す
る]をクリックする。
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18. メッセージに従って「EXPRESSBUILDER」DVDを光ディスクドライブから取り出す。

フロッピーディスクがドライブにセットされている場合は、DVDと一緒に取り出しておいてくだ
さい。

19. Windows Server 2003 CD-ROMを光
ディスクドライブにセットする。

［ソフトウェア使用許諾契約］確認画面
が表示されます。

16. オプションの大容量記憶装置ドライバ
のモジュールをコピーする。

オプションの大容量記憶装置ドライバ
をインストールする場合は、メッセー
ジが表示されますので、大容量記憶装
置に添付されているCD-ROMまたはフ
ロッピーディスクをセットし、以降は
画面のメッセージに従って操作してく
ださい。

17. 追加するアプリケーションをインス
トールする。

シームレスセットアップに対応してい
るアプリケーションを追加でインス
トールする場合は、メッセージが表示
されますので、追加するアプリケー
ションのDVD/CD-ROMまたはフロッ
ピーディスクをセットし、以降は画面
のメッセージに従って操作してくださ
い。

20. 「ソフトウェア使用許諾契約書」の内容をご確認のうえ、同意する場合は、［はい］をクリックす
る。

同意しない場合は、［いいえ］をクリックしてください。
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21. [メディアとパーティションの設定]画面で［Service Pack を適用する］のチェックボックスに
チェックを入れた場合は、次の操作をする。

(1) メッセージに従ってWindows Server 2003 CD-ROMを光ディスクドライブから取り出す。

(2) メッセージに従ってWindows Server 2003 Service Pack 2 のCD-ROMを光ディスクドラ
イブにセットする。

重要

ⓦ Service Pack 1(Service Pack 2) が内包されたOSインストールメディアを使用して
インストールをされた場合は、再度 Service Pack 1(Service Pack 2)を適用する必
要はありません。

ⓦ Windows Server 2003 R2をご使用の場合は、シームレスセットアップでサービスパッ
クを適用しないでください。
サービスパックを適用する場合は、シームレスセットアップ完了後、Windows Server
2003 R2 DISC 2を適用してから「システムのアップデート」にてサービスパックを適用
してください。

Windows Server 2003と指定したアプリケーションは自動的にインストールされ、システムに
ログオンします。

重要

インストール中に右のダイアログボッ
クスが表示される場合がありますが、
［セットアップ完了］画面が表示される
までは操作する必要はありません。

ヒント 

バックアップCD-ROM以外のOS CD-
ROMを使用している場合は、右の
メッセージが表示される場合がありま
す。[OK] をクリックし、プロダクト
キーを入力してください

22. [セットアップ完了]画面で[OK]をクリックする。

23. Windows Server 2003 R2 をインス
トールの場合は、インストール完了
後、[Windows セットアップ］画面が表
示されます。

セットアップスクリプトファイルには有効なプロダクト
IDが含まれていません。システム管理者に有効な
プロダクトIDを問い合わせてください。

Windows Server 2003 R2, Standard Edition DISC 2 または Windows Server 2003 R2,
Enterprise Edition DISC 2を光ディスクドライブにセットし、[OK]をクリックする。

以降はメッセージに従って作業を進めてください。
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インストール終了後、Windows Server 2003 R2, Standard Edition DISC 2 またはWindows
Server 2003 R2, Enterprise Edition DISC 2を光ディスクドライブから取り出し、再起動して
ください。

ヒント 

サービスパックをインストールする場合は必ずWindows Server 2003 R2 DISC 2を適用した後
で「システムのアップデート」にて適用してください。

24. 受信側スケーリングのセットアップをする。

標準ネットワークアダプタ[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O
Acceleration]、[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#2]は設定
変更が必要のため、以下の手順で実施してください。

重要

Windows Server 2003 32-bit(x86) Editionの場合は、Intel(R) PROSetをインストー
ルする前に下記の手順を実施してください。

① デバイスマネージャを起動する。

② デバイスマネージャより、[ネットワークアダプタ]を展開し[Intel(R) PRO1000 ～]のプロパ
ティを開く。

③ [詳細設定]タブを選択し、[受信側スケーリング]をオフに変更する。

④ [OK]をクリックする。

⑤ システムを再起動する。

以上で完了です。

重要

Windows Server 2003 32-bit(x86) Editionで、Intel(R) PROSetをインストールして
いる場合、受信側スケーリングの設定項目が表示されないことがあります。その場合は、[Intel
(R) PROSetのアンインストール手順]に従ってPROSetをアンインストールし、上記の手順
で受信側スケーリングの設定を行ってください。
再度、Intel(R) PROSetをインストールする場合は次項「PROSetをインストールする」を参
照してください。

ヒント 

[Intel(R) PROSetのアンインストール手順]

1. コントロールパネルを起動する。

2. [プログラムの追加と削除]をダブルクリックする。

3. [Intel(R) PRO Network...]を選択し、[変更と削除]ボタンをクリックする。

4. [インテル(R) PRO Network Connections]が表示されたら以下の3点すべてに、チェックが
入っていることを確認して[削除]ボタンをクリックする。

－ ドライバ
－ インテル(R) PROSet for windows デバイスマネージャ
－ Advanced Network Services

5. ダイアログが表示されたら[はい]をクリックする。

アンインストールが開始されます。

6. [完了]をクリックします。

以上で完了です。
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25. PROSetをインストールする。

PROSetは、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。
PROSetを使用することにより、以下のことが行えます。

ⓦ アダプタ詳細情報の確認
ⓦ ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断
ⓦ チームの設定

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に優れた環境を
提供し、サーバスイッチ間のスループットを向上 させることができます。
このような機能を利用する場合は、PROSetが必要になります。
PROSetをインストールする場合は、以下の手順に従ってください。

①「EXPRESSBUILDER」DVDをCD-RW/DVD-ROM装置にセットする。

② エクスプローラを起動する。

③「¥001¥win¥winnt¥dotnet¥dl3¥proset¥win32」ディレクトリ内の「dxsetup.exe」アイコ
ンをダブルクリックする。

［Intel(R) PROSet - Installshield ウィザード］が起動します。

④ [次へ]をクリックする。

⑤ 使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択して[次へ]を
クリックする。

⑥ デフォルトのまま[次へ]をクリックする。

⑦ 再度、使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択して
[次へ]をクリックする。

⑧ [インストール]をクリックする。

⑨ [InstallShieldウィザードを完了しました]というメッセージが表示されたら、[完了]をクリッ
クする。

⑩ システムを再起動する。

以上で完了です。

チェック 

ドライバおよびPROSetに関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソールから管理者権限
（Administrator等）でログインして実施してください。OSのリモートデスクトップ機能によるリ
モートからの設定変更操作はサポートしておりません。

26. ネットワークドライバの詳細設定をする。

標準装備の4つのネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と
Duplexモードの設定が必要です。また、IPアドレスを設定する際、[インターネットプロトコル
(TCP/IP)]のチェックボックスが外れている場合、チェックを付けてからIPアドレスの設定を行っ
てください。
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[PROSetがインストールされていない場合]

① デバイスマネージャを起動する。

② ネットワークアダプタを展開し、以下のいずれかをダブルクリックする。

[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration]
[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#2]
[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection]
[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection#2]

ネットワークアダプタのプロパティのダイアロボックスが表示されます。

③ [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]をハブの設定値と同じ値に設定
する。

④ ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスの[OK]をクリックする。

以上で完了です。

[PROSetがインストールされている場合]

① デバイスマネージャを起動する。

② ネットワークアダプタを展開し、以下のいずれかをダブルクリックする。

[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration]
[Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#2]
[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection]
[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection#2]

ネットワークアダプタのプロパティのダイアロボックスが表示されます。

③ [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をハブの設定値と同じ値に設定す
る。

④ ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスの[OK]をクリックする。

以上で完了です。

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。［ネットワーク接続］から
ローカルエリア接続のプロパティダイアログボックスを表示させて行います。

ヒント 

サービスの追加で[ネットワークモニタ] を追加することをお勧めします。[ネットワークモニタ]
は、[ネットワークモニタ] をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（またはパ
ケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解析などに有効なツールです。インス
トールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。

27. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、それぞれを確実
にインストールする。

28. 68ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。

29. 75ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。

以上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。
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グラフィックスアクセラレータドライバ

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、シームレスセットアップ、または
EXPRESSBUILDERから「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。
ドライバを個別に再インストールしたいときは、次の手順に従ってください。

1. 「EXPRESSBUILDER」DVDを光ディスクドライブにセットする。

2. [エクスプローラ]を起動する。

3. 「¥001¥win¥winnt¥dotnet¥video」ディレクトリ内の[install.bat]アイコンをダブルクリックす
る。

メッセージにしたがってインストール作業を進めてください。

チェック 

途中、"デジタル署名が見つかりませんでした。..."とのメッセージが表示される場合は、「はい」
をクリックしてインストールを続けてください。

4. 「EXPRESSBUILDER」DVDを光ディスクドライブから取り出し、画面の指示にしたがってOSを
再起動する。

オプションのネットワークボードのドライバ

オプションのネットワークボード(N8104-121/125/126)を使用する場合について説明しま
す。「N8104-121/125/126」を使用する場合は、「EXPRESSBUILDER」DVDに格納されて
いるドライバをインストールしてください。

「N8104-121/125/126」の場合
「¥001¥win¥winnt¥dotnet¥dl3¥pro1000¥win32」

「N8104-123A」のネットワークボードを使用する場合は、添付されているCDかFDに格納さ
れているドライバを使用してください。
なお、インストール手順が不明な場合は、添付されているネットワークドライバのインス
トール手順を参照してください。

＜オプションボード用ネットワークドライバのインストール＞

1. デバイスマネージャを起動する。

2. [ネットワークアダプタ]→[Intel(R) PRO/1000～]または[Intel(R) PRO/100～]をダブルクリッ
クする。

[Intel(R) PRO/1000～]または[Intel(R) PRO/100～]ダイアログボックスが表示されます。

ヒント 

[？その他のデバイス]→[？イーサネットコントローラ]がある場合は[？イーサネットコント
ローラ]をダブルクリックしてください。

3. [ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックする。

[ハードウェアの更新ウィザード]が表示されます。
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4. [一覧または特定の場所からインストールする（詳細）]を選択し、[次へ]をクリックする。

5. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェックを入れ、

(N8104-121/125/126)の場合
「¥001¥win¥winnt¥dotnet¥dl3¥pro1000¥win32」

と入力し、[次へ]をクリックする。

ドライバの検索が開始され、検索後にインストールが始まります。しばらくすると[ハードウェア
の更新ウィザードの完了]画面が表示されます。

6. [完了]をクリックする。

以上で完了です。

アダプタ フォルト トレランス(AFT)/アダプティブ ロー
ド バランシング(ALB)のセットアップ

アダプタフォルトトレランス(AFT)とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されている
アダプタに障害が発生した場合、自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるもの
です。また、アダプティブロードバランシング(ALB)とは複数のアダプタでチームを作り、
サーバから送受信パケットをチームすべてのアダプタから行うことにより、スループットを
向上させるものです。この機能はAFT機能を含んでいます。
チームの機能をサポートしているのは標準装備のネットワークアダプタとオプションネット
ワークボードです。

<チームのセットアップ手順>

重要 

AFT/ALBのセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動した後に行う必要があ
ります。

1. ［デバイスマネージャ］を起動する。

2. ［ネットワークアダプタ］を展開し［Intel(R)～］をダブルクリックする。

3. チーム化のタブを選択し、「その他のアダプタとチーム化する(T)」にチェックを入れ、[新規チー
ム]をクリックする。

4. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。

5. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。

6. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダプティブロードバランシング」の
いずれかを選択し、[次へ]をクリックする。

7. [完了]をクリックする。

8. デバイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデバイスのプロパティを開く。

「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックします。
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9. チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を行う。

－ プライマリ設定
プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックする。

－ セカンダリ設定
セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックする。

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[OK]をクリックして画面を閉じてください。

ヒント 

プライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。

1. チームのアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。

2. [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダリを確認する。

10. [設定]タブのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表示されたら、[テ
ストの実行]をクリックして実行する。

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。

11. システムを再起動する。

以上で完了です。

<チームの削除手順>

1. デバイスマネージャを起動する。

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを確認する。

6. システムを再起動する。

以上で完了です。

重要 

ⓦ アダプタフォルトトレランス(AFT)のチームとして指定するネットワークアダプタは、
同一スイッチングハブ(L2)に接続されることを推奨します。異なるスイッチングハブ
(L2)でも使用できますが、異なるスイッチングハブ(L2)に接続する場合は、すべて同
一LAN（同一ネットワーク）上に存在する必要があるため、カスケード接続にしてくだ
さい。

ⓦ アダプティブロードバランシング(ALB)を使用する場合は、スイッチングハブ(L2)に
のみ接続できます。

ⓦ アダプティブロードバランシング(ALB)のグループとして指定するアダプタは、同一ハ
ブに接続してください。

ⓦ マザーボードまたはオプションのネットワークボードを交換する場合は、必ずチームを
削除し、交換後にチームを再作成してください。
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WOLのセットアップ

WOL(Wake On Lan)の設定を行います。
以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。

[PROSetがインストールされている場合]

1. [デバイスマネージャ］を起動する。

2. ネットワークアダプタを展開し、[Intel(R)～]のアダプタをダブルクリックする。

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。

3. [電力の管理]タブを選択し、[Wake On LAN]内に下記の項目にチェックを入れる。

－ Wake On Directed Packet
－ Wake On Magic Packet
－ 電源オフ状態からのWake On Magic Packet

ヒント 

Wake On Directed Packet, Wake On Magic Packetはデフォルトでチェックが入っています。

4. ネットワークアダプタのプロパティの[OK]をクリックする。

5. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。

[PROSetがインストールされていない場合]

1. デバイスマネージャを起動する。

2. ネットワークアダプタを展開し、[Intel(R)～]のアダプタをダブルクリックする。

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。

3. [電力の管理]タブを選択し、下記の項目にチェックを入れる。

－ 電力の節電のため、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにする
－ このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする

4. [詳細設定]タブを選択する。

5. [PMEをオンにする]の[値]を"オン"にする。

6. ネットワークアダプタのプロパティの[OK]をクリックする。

7. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。

ディスクアレイコントローラ(N8103-90)を使用する場合

ディスクアレイコントローラ(N8103-90)を使用する場合、または追加接続する場合、OSのプ
ラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要あ
りません。
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SASコントローラ(N8103-104)を使用する場合

SASコントローラ(N8103-104)を使用する場合、または追加接続する場合、OSのプラグア
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。接続後、
EXPRESSBUILDERから「システムのアップデート」を実行してドライバをインストールして
ください。

SCSIコントローラ(N8103-107)を使用する場合

SCSIコントローラ(N8103-107)を使用する場合、または追加接続する場合、OSのプラグア
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。接続後、
EXPRESSBUILDERから「システムのアップデート」を実行してドライバをインストールして
ください。

RAIDコントローラ(N8103-115)を使用する場合

RAIDコントローラ(N8103-115)を使用する場合、または追加接続する場合、OSのプラグア
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバの
アップデートが必要です。
接続後、RAIDコントローラ(N8103-115)に添付されているマニュアルを参照してドライバ
をインストールしてください。

Boot.iniファイルで使用可能なスイッチオプションについて

Boot.iniファイルを編集することで、様々なスイッチオプションを使用することができま
す。使用可能なオプションについては、以下を参照してください。

ⓦ サポート技術情報 - KB833721
Windows XPおよびWindows Server 2003のBoot.iniファイルで使用可能なスイッ
チオプション

4GBを超えるメモリを搭載できる本装置では/PAEオプションの設定を行うことで4GB
を超えるメモリを使用できるようになります。/PAEオプションは、サポートされている
製品が限定されています。以下のマイクロソフトサポート技術情報を参照して確認して
ください。

ⓦ サポート技術情報 - KB291988
4GB RAMチューニング機能と物理アドレス拡張のスイッチの説明

以下に編集例を示します。

(1) 「スタート」メニューから[設定]をポイントして、[コントロール パネル]をクリッ
クする。

(2) 「コントロール パネル」から、[システム]アイコンをダブルクリックする。

「システムのプロパティ」画面が表示されます。

(3) [詳細設定]タブから「起動と回復」にある[設定]をクリックする。
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(4) 「起動と回復」画面にある「起動システム」の[編集]をクリックし、「Boot.ini」を開
く。

(5) 「Boot.ini」ファイルの[operating systems]に"/PAE"を追加し、上書き保存す
る。

<Boot.iniファイルの例>

[boot loader]
timeout=30
default=multi(0)disk(0)rdisk(0)partition(2)¥WINDOWS
[operating systems]
multi(0)disk(0)rdisk(0)partition(2)¥WINDOWS="Windows Server 2003" /
fastdetect
multi(0)disk(0)rdisk(0)partition(2)¥WINDOWS="Windows Server 2003,
PAE" /fastdetect /PAE
C:¥CMDCONS¥BOOTSECT.DAT="Microsoft Windows 回復コンソール" /
cmdcons

以上でBoot.iniへの編集は終了です。

ヒント 

「起動/回復」画面にある「既定のオペレーティングシステム」で選択したエントリから自動的
に起動するように設定することができます。

障害処理のためのセットアップ

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセットアップをしてくださ
い。詳細な手順については68ページをご覧ください。

管理ユーティリティのインストール

添付の「EXPRESSBUILDER」DVDには、本装置監視用の「ESMPRO/ServerAgent」および
システム管理用の「ESMPRO/ServerManager」などが収録されています。ESMPRO/
ServerAgentは、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。
［スタート］メニューの［プログラム］やコントロールパネルにインストールしたユーティリ
ティのフォルダがあることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインス
トールしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてく
ださい。

ヒント 

ユーティリティには、ネットワーク上の管理PCにインストールするものもあります。詳し
くは第3編の「ソフトウェア編」を参照してください。
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システムのアップデート

「システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されます。
システムのアップデートは次のような場合に、EXPRESSBUILDERに収録されている各OS
のインストレーションサプリメントガイドを参照して実施してください。

ⓦ システム構成を変更（内蔵オプションの追加など）した場合

ⓦ Windowsシステムを修復（修復セットアップなど）した場合

ⓦ バックアップ媒体からシステムをリストアした場合
(サービスパック関連のExpress5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再
度RURのフロッピーディスクまたはRUR CD-ROMを使用してExpress5800用差分モ
ジュールを適用してください。このときサービスパックを再適用する必要はありませ
ん。)
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障害処理のためのセットアップ
障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような
セットアップをしておいてください。

メモリダンプ（デバッグ情報）の設定

本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。

重要 

メモリダンプの注意

ⓦ メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様はメモリダンプの
設定のみを行ってください。

ⓦ ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動
時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表示される場合がありますが、
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が
あります。

Windows Server 2008の場合

次の手順に従って設定します。

1. スタートメニューから［コントロールパネル］を選び、［システム］をクリックする。

［システム］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［システムの詳細設定］をクリックする。

[システムのプロパティ]ダイアログボッ
クスが表示されます。

3. ［起動と回復］ボックスの［設定］をクリッ
クする。
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4. ダンプファイルのテキストボックスにデ
バッグ情報を書き込む場所を入力する。

＜Dドライブに「MEMORY.DMP」という
ファイル名で書き込む場合＞

D:¥MEMORY.DMP

重要

Windows Server 2008 64-bit（x64）Edition の場合

ⓦ デバッグ情報の書き込みは［完全メモリダンプ］を指定することを推奨します。ただし、搭
載メモリサイズが2GBを超える場合は、［完全メモリダンプ］を指定することはできません
（メニューに表示されません）。その場合は、［カーネルメモリダンプ］を指定してください。

ⓦ 本装置に搭載しているメモリサイズ+300MB以上の空き容量のあるドライブを指定してく
ださい。

ⓦ メモリ増設により搭載メモリサイズが2GBを超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報
の書き込みを［カーネルメモリダンプ］に変更してください。また、メモリ増設により採取
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。

Windows Server 2008 32-bit（x86）Editionの場合

ⓦ デバッグ情報の書き込みは［完全メモリダンプ］を指定することを推奨します。ただし、搭
載メモリサイズが2GBを超える場合は、［完全メモリダンプ］を指定することはできません
（メニューに表示されません）。その場合は、［カーネルメモリダンプ］を指定してください。

ⓦ 本装置に搭載しているメモリサイズ+300MB以上（メモリサイズが2GBを超える場合は、
2048MB+300MB以上）の空き容量のあるドライブを指定してください。

ⓦ メモリ増設により搭載メモリサイズが2GBを超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報
の書き込みを［カーネルメモリダンプ］に変更してください。また、メモリ増設により採取
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。

5. ［パフォーマンス］ボックスの［設定］をク
リックする。

［パフォーマンスオプション］ウィンドウ
が表示されます。
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7. ［仮想メモリ］ボックスの［変更］をクリッ
クする。

6. ［パフォーマンスオプション］ウィンドウ
の［詳細設定］タブをクリックする。

8. ［すべてのドライブのページングファイル
のサイズを自動的に管理する］のチェック
ボックスのチェックをはずし、［カスタム
サイズ］にチェックをする。



67

導
入
編

9. ［各ドライブのページングファイルのサイ
ズ］ボックスの［初期サイズ］を［すべての
ドライブの総ページングファイルサイズ］
ボックスに記載されている推奨値以上
に、[最大サイズ]を[初期サイズ]以上に変
更し、［設定］をクリックする。

重要

ⓦ 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取のための推奨サイズ
です。ブートボリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの初期サイズを
持つページングファイルが必要です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不
足により正確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分なページ
ングファイルサイズを設定してください。

ⓦ 「推奨値」は搭載メモリサイズ×1.5倍のサイズとなります。Windows Server 2008 32-
bit（x86） Editionでは１つのパーティションに設定できるページングファイルサイズが最
大で4095MBとなりますので、搭載メモリサイズ×1.5倍のサイズが4095MBを超える
場合は、4095MBで設定してください。

ⓦ メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを再設定してくださ
い。

10. ［OK］をクリックする。

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。
メッセージに従って再起動してください。
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Windows Server 2003の場合

次の手順に従って設定します。

ヒント 

ここではWindows Server 2003の場合を例にして手順を示していますが、Windows Server
2003 x64 Editionsでも同様の手順でセットアップしてください。

1. スタートメニューから［コントロールパネル］を選択し、［システム］をクリックする。

［システムのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［詳細設定］タブをクリックする。

3. ［起動と回復］ボックスの［設定］をクリッ
クする。

4. ダンプファイルのテキストボックスにデ
バッグ情報を書き込む場所を入力する。

<Dドライブに「MEMORY.DMP」という
ファイル名で書き込む場合>

D:¥MEMORY.DMP
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重要

Windows Server 2003 x64 Editionsの場合

ⓦ デバッグ情報の書き込みは［完全メモリダンプ］を指定することを推奨します。ただし、搭
載メモリサイズが2GBを超える場合は、［完全メモリダンプ］を指定することはできません
（メニューに表示されません）。その場合は、［カーネルメモリダンプ］を指定してください。

ⓦ 本装置に搭載しているメモリサイズ+1MB以上の空き容量のあるドライブを指定してくだ
さい。

ⓦ メモリ増設により搭載メモリサイズが2GBを超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報
の書き込みを［カーネルメモリダンプ］に変更してください。また、メモリ増設により採取
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。

Windows Server 2003の場合

ⓦ デバッグ情報の書き込みは［完全メモリダンプ］を指定することを推奨します。ただし、搭
載メモリサイズが2GBを超える場合は、［完全メモリダンプ］を指定することはできません
(メニューに表示されません)。その場合は、［カーネルメモリダンプ］を指定してください。

ⓦ 本装置に搭載しているメモリサイズ+12MB以上（メモリサイズが2GBを超える場合は、
2048MB+12MB以上）の空き容量のあるドライブを指定してください。

ⓦ メモリ増設により搭載メモリサイズが2GBを超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報
の書き込みを［カーネルメモリダンプ］に変更してください。また、メモリ増設により採取
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。

5. ［パフォーマンス］ボックスの［設定］をク
リックする。

［パフォーマンスオプション］ウィンドウ
が表示されます。

6. ［パフォーマンスオプション］ウィンドウ
の［詳細設定］タブをクリックする。



70

7. ［仮想メモリ］ボックスの［変更］をクリッ
クする。

8. ［選択したドライブのページングファイル
サイズ］ボックスの［初期サイズ］を[すべ
てのドライブの総ページング ファイルサ
イズ]ボックスに記載されている推奨値以
上に変更し、［設定］をクリックする。

重要

ⓦ 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取のための推奨サイズ
です。ブートボリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの初期サイズを
持つページングファイルが必要です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不
足により正確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分なページ
ングファイルサイズを設定してください。

ⓦ 「推奨値」については、インストレーションサプリメントガイドの「注意事項」の「システムパー
ティションのサイズについて」の項を参照してください。

ⓦ メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを再設定してくださ
い。

9. ［OK］をクリックする。

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。
メッセージに従って再起動してください。
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ユーザーモードプロセスダンプの取得方法

Windows Server 2008の場合

ユーザーモードプロセスダンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイ
ルです。
アプリケーションエラーが発生した際は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了
させずに、以下の方法にてユーザーモードプロセスダンプを取得してください。

1. タスクバー上の空いている場所を右クリックして [タスク マネージャ] をクリックするか、<Ctrl>
+ <Shift> + <Esc> キーを押下して [タスクマネージャ] を起動する。

2. ［プロセス］タブをクリックする。

3. ダンプを取得するプロセス名を右クリックし、［ダンプファイルの作成］をクリックする。

4. 次のフォルダにダンプファイルが作成されます。

C:¥Users¥(ユーザー名)¥AppData¥Local¥Temp

ヒント 

上記のフォルダは隠し属性となっている場合があります。フォルダが表示されない場合は、エ
クスプローラの[ツール] から[フォルダオプション] を選択し、[表示] タブから[すべてのファイ
ルとフォルダを表示する]にチェックをしてください。

ユーザーモードプロセスダンプが作成されたら、上記4.のフォルダより取得してください。

ユーザーモードプロセスダンプの取得方法の詳細は、以下のMicrosoft社のサポート技術情報を参
照してください。

「Windows Server 2008でユーザーモードプロセスダンプを取得する方法」
http://support.microsoft.com/kb/949180/ja

ヒント 

Windows Server 2008では、ワトソン博士は［問題のレポートと解決策］に変更されており、従
来のワトソン博士によるクラッシュダンプファイルを取得することができません。クラッシュ
ダンプファイルと同等レベルの情報は、上記の方法で取得できます。
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Windows Server 2003の場合（ワトソン博士の設定）

Windowsワトソン博士はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーションエ
ラーを検出するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報を採取できる
よう次の手順に従って設定してください。

1. スタートメニューの［ファイル名を指定して実行］をクリックする。

2. ［名前］ボックスに「drwtsn32.exe」と入力
し、［OK］をクリックする。

［Windowsワトソン博士］ダイアログボッ
クスが表示されます。

3. ［ログファイルパス］ボックスに診断情報
の保存先を指定する。

「DRWTSN32.LOG」というファイル名で
保存されます。

チェック 

ネットワークパスは指定できません。
ローカルコンピュータ上のパスを指定
してください。

4. ［クラッシュダンプ］ボックスにクラッ
シュダンプファイルの保存先を指定す
る。

ヒント 

「クラッシュダンプファイル」は
Windows Debuggerで読むことができ
るバイナリファイルです。

5. ［オプション］ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。

□ ダンプシンボルテーブル
□ すべてのスレッドコンテキストをダンプ
□ 既存のログファイルに追加
□ クラッシュダンプファイルの作成

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。

6. ［OK］をクリックする。
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ネットワークモニタのインストール

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること
ができます。

Windows Server 2008の場合

ネットワークモニタのセットアップ手順

ヒント 

Windows Server 2008には、ネットワークモニタが含まれておりません。Windows Server
2008においてネットワークトレースを採取するためには、Microsoft社より提供されており
ますMicrosoft Network Monitorをセットアップする必要があります。

1. Microsoft社のWebサイトよりネットワークモニタをダウンロードする。

Information about Network Monitor 3
http://support.microsoft.com/kb/933741/en-us

2. ダウンロードしたファイルを実行して、インストーラを起動する。

画面の指示に従ってインストールを実施してください。

ヒント 

[セキュリティの警告]ポップアップが表示された場合は、[実行]ボタンをクリックしてくださ
い。セットアップ形式を選択する画面では、[Complete]を選択してください。

以上でネットワークモニタのセットアップは完了です。

ヒント 

ネットワークモニタを削除する場合は、[プログラムと機能]から行います。

ネットワークトレースの採取手順

1. スタートメニューからMicrosoft Network Monitorを起動する。

2. [Start Page]から、[Create a new capture tab... ] もしくは[File]メニューの [New]を展開し、
[Capture... ]をクリックする。

新たにネットワークトレース採取用のタブが作成されます。

3. [Select Networks]ウィンドウで採取対象のネットワークを選択する。

4. [Capture]メニュー上の[Start] をクリックしてネットワークトレースの採取を開始する。

5. [Capture]メニュー上の[Stop]をクリックしてネットワークトレースの採取を終了する。

6. [File]メニューの[Save As...]を選択する。

[名前を付けて保存]ウィンドウが表示されますので、[Frame selection]内の[All captured
frames]を選択後、適切なフォルダ、ファイル名を指定します。

ヒント 

既定では、以下のフォルダが指定されています。

C:¥Users¥<User name>¥Documents¥Network Monitor 3¥Captures
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7. [保存]をクリックする。

手順6.で指定したフォルダにファイルが作成されます。

Windows Server 2003の場合

ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動を行う必要が
ありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めします。

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コントロールパネル]をクリックする。

[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。

2. ［プログラムの追加と削除］アイコンをダブルクリックする。

［プログラムの追加と削除］ダイアログボックスが表示されます。

3. [Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。

[Windows コンポーネント ウィザード]ダイアログボックスが表示されます。

4. コンポーネントの［管理とモニタ ツール］を選択し、［詳細］をクリックする。

［管理とモニタ ツール］ダイアログボックスが表示されます。

5. 管理とモニタ ツール のサブコンポーネントの［ネットワーク モニタ ツール］チェックボックス
をオンにして［OK］をクリックする。

6. ［Windows コンポーネント ウィザード］ダイアログボックスに戻りますので、［次へ］をクリック
する。

7. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は、要求されたCD-ROMを光ディスクドラ
イブにセットして［OK］をクリックする。

ヒント 

ディスクの挿入を求めるメッセージは“Service Pack 1 CD-ROM ラベルを付いたCD”と表示さ
れますが、Windows Server 2003 R2をご使用の場合は、“Windows Server 2003 R2 DISC 1”
を光ディスクドライブにセットしてください。

8. ［Windows コンポーネント ウィザード］ダイアログボックスの［完了］をクリックする。

9. ［プログラムの追加と削除］ダイアログボックスの［閉じる］をクリックする。

10. ［コントロールパネル］ダイアログボックスを閉じる。

ネットワークモニタは、スタートメニューから［プログラム］→［管理ツール］をポイントし、
［ネットワークモニタ］をクリックすることにより、起動することができます。操作の説明に
ついては、オンラインヘルプを参照してください。
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システム情報のバックアップ

セットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情報をバッ
クアップすることをお勧めします。
システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。
 
1. 3.5インチフロッピーディスクを用意する。

2. 「EXPRESSBUILDER」DVDを本体装置の光ディスクドライブにセットして、再起動する。

EXPRESSBUILDERから起動して「Boot selectionメニュー」が表示されます。

3. [Maintenance Tools(Normal mode)]-[Japanese]-[Maintenance Utility]を選択する。

4. ［システム情報の管理］から［退避］を選択する。

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。

重要 

BIOSセットアップのServerメニュー「BMC LAN Configuration」でShared BMC
LAN設定が[Enabled]に設定している場合は、オフライン保守ユーティリティを使ったシ
ステム情報のバックアップが正常に終了しません。Shared BMC LAN設定を[Disabled]
に設定変更した後にバックアップをとってください。
出荷時の設定は、[Disabled]に設定されています。
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応用セットアップ
システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な手順でセット
アップしなければならない場合があります。

シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント
ローラを利用する場合

最新のRAIDコントローラなど、本装置に添付のEXPRESSBUILDERに対応していない大容
量記憶装置コントローラが接続されたシステムにおいて、OSの再インストールなどをする
場合は、次の手順でセットアップしてください。

ヒント 

ⓦ BTO（工場組み込み出荷）により、OS組み込み出荷された状態からセットアップを開始
する場合には、本操作を行う必要はありません。

ⓦ シームレスセットアップに対応しているボードの一覧については「EXPRESSBUILDER
がサポートしているオプションボード」（18ページ）を参照してください。

1. セットアップしようとする大容量記憶装置コントローラの説明書を準備する。

チェック 

本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置
コントローラの説明書を優先してください。

2. RAIDコントローラの場合は、コントローラの説明書に従ってRAIDシステムの設定を行う。

RAID設定の不要な大容量記憶装置コントローラの場合は、手順3へ進んでください。

3. 「EXPRESSBUILDER」DVDからシステムを起動させる。

4. [EXPRESSBUILDERにドライバをロードする]を選択し、[次へ]をクリックする。
「ドライバのロード」画面で大容量記憶装置用OEM-Diskをセットして[実行する]をクリックする。

ヒント 

このオプションを選択することで、CD-ROMまたはフロッピーディスクで提供されているドラ
イバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。

5. 以下の設定でシームレスセットアップを実行する。

ⓦ RAIDの設定画面が表示された場合は、[論理ディスクの作成をスキップする]をチェックする

ⓦ アプリケーションの設定で[大容量記憶装置用OEM-Diskの適用]を追加する

ヒント 

このオプションを選択することで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読み込ま
せて、シームレスセットアップを進めることができます。
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6. シームレスセットアップの途中で [大容
量記憶装置用ドライバ]をコピーする。

大容量記憶装置コントローラに添付さ
れているCD-ROMまたはフロッピー
ディスクをセットし、以降は画面の
メッセージに従って操作してくださ
い。

マニュアルセットアップ

Windows Server 2003 x64 Editionsの場合

オペレーティングシステムのインストールは、マニュアルセットアップを使用します。マ
ニュアルセットアップでWindows Server 2003 x64 Editionsをインストールする方法に
ついては、EXPRESSBUILDERに格納されているオンラインドキュメント「Windows
Server 2003 R2 x64 Editionsインストレーションサプリメントガイド」を参照してくださ
い。また、あらかじめEXPRESSBUILDERから、「OEM-Disk」を作成しておいてください。

ヒント 

OEM-Diskとは？
「マニュアルセットアップ」では、「Windows Server 2003 x64 Edition OEM-Disk for
EXPRESSBUILDER」と呼ばれるOEM-Diskが必要です。
作成方法については、EXPRESSBUILDERに格納されているオンラインドキュメント
「Windows Server 2003 x64 Editionsインストレーションサプリメントガイド」を参照して
ください。

Windows Server 2003 の場合

本装置へのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用す
ることをお勧めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアッ
プが必要になることがあります。
シームレスセットアップを使わずにWindows Server 2003をインストールする方法につい
ては、EXPRESSBUILDERに格納されているオンラインドキュメント「Windows Server
2003 Editionsインストレーションサプリメントガイド」を参照してください。また、あらか
じめEXPRESSBUILDERから「OEM-Disk」を作成しておいてください。

チェック 

オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せて参照してく
ださい。

ヒント 

OEM-Diskとは？
シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアップ」で
は、「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER」と呼ばれるOEM-Diskが必要で
す。
「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER」には、Windows Server 2003のイン
ストールで必要となるRAIDコントローラやSCSIコントローラのドライバなどが含まれています。
作成方法については、EXPRESSBUILDERに格納されているオンラインドキュメント「Windows
Server 2003 インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。
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論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順

再セットアップを開始する前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってく
ださい。

再セットアップ手順

1. 本書および「インストレーションサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを
開始する。

2. 次のメッセージが表示されたら、OSをセットアップしたいパーティションを選択する。

次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の
領域が表示されています。

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。

重要

システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で
きません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられていることを確認してからセットアッ
プを続行してください。

3. 本書および「インストレーションサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを
続行する。

以上で完了です。

ヒント 

セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。ドライブ
文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に従ってドライブ文字を修正
してください。

ドライブ文字の修正手順

以下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき
ません。ご注意ください。

1. スタートメニューから[マイコンピュータ]を右クリックし、[管理]を選択して[コンピュータの管
理]を起動する。

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックし、[ドライブ文字とパスの変更]を
選択する。

4. [変更]をクリックする。

5. [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択する。

6. [OK]をクリックする。
7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プログラムが動作しないことが
あります。このドライブ文字を変更しますか？
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8. [コンピュータの管理]を終了する。

以上で完了です。
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Linuxのセットアップ
ハードウェアのセットアップ完了後、Linux(｢Red Hat Enterprise Linux AS 4｣または｢MIRACLE LINUX
V4.0｣)のインストールを行います。

セットアップをはじめる前に － 購入時の状態について －

セットアップを始める前に次の点について確認してください。

本装置のハードウェア構成(ハードディスクの
パーティションサイズも含む)やハードディスク
にインストールされているソフトウェアの構成
は、購入時のお客様によるオーダーによって異な
ります。右図は、BTO(工場組み込み出荷)を指定
して購入された場合の、標準的な本装置のハード
ディスク構成について図解しています。

Linux Recoveryパーティションについて

Linux Recoveryパーティションには、インストールディスクのISOフォーマットイメージ
ファイル等、Linuxのシームレスセットアップで必要となるモジュールが格納されます。

BTO(工場組み込み出荷)時の初期設定

BTO(工場組み込み出荷)を指定して購入された本装置のハードディスクは、お客様がすぐに
使えるようにパーティションの設定から、OS、各種アプリケーションなどがすべてインス
トールされています。

Linuxサービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、Linuxの初
期導入設定を行ってください。

再セットアップ(Linuxサービスセットを購入された場合)

添付の「EXPRESSBUILDER」DVDが提供する自動セットアップユーティリティ「シームレス
セットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、RAIDシステムの構築
やOS、各種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択・入力すると、後は簡易
的な操作でBTO(工場組み込み出荷)時の状態に復元することができます。

空きエリア

Red Hat Enterprise
Linux AS 4または
MIRACLE LINUX V4.0ハードディスク

ドライブ

Linux Recovery
パーティション（約5GB）
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未インストールからのセットアップ・再セットアップ

Linuxサービスセットを購入された場合は、Linuxが未インストールの状態から｢シームレス
セットアップ｣を使用することができます。パッケージの変更などを行うためにBTO(工場組
み込み出荷)時と異なる設定で再セットアップを行う場合は、「EXPRESSBUILDER」DVDに
格納されているオンラインドキュメントの　｢Red Hat Enterprise Linux 4 インストレー
ションサプリメントガイド｣または｢MIRACLE LINUX V4.0インストレーションサプリメン
トガイド｣を参照し、｢マニュアルセットアップ｣を行ってください。

シームレスセットアップ

EXPRESSBUILDERの「シームレスセットアップ」ユーティリティを使ってインストールしま
す。「シームレスセットアップ」とは、Linuxサービスセットを購入されたお客様向けに提供
するLinux簡易インストーラのことです。「EXPRESSBUILDER」DVDを使用し、RAIDシス
テムの構築やOS、各種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択・入力すると、
後は簡易的な操作でインストールできます。「シームレスセットアップ」では工場組み込み出
荷状態に復元されますが、パーティションやrootパスワードの設定の変更、およびインス
トールするアプリケーションを選択することができます。パッケージについてはインストー
ル後、rpmコマンド、またはパッケージマネージャで追加および削除が可能です。パーティ
ション構成の変更などを行うためにOSを再インストールする場合は、シームレスセットアッ
プを使用してください。煩雑なインストールをこの機能が代わって行います。パーティショ
ン構成の変更などを行うためにOSを再インストールする場合は、シームレスセットアップ
を使用してください。煩雑なインストールをこの機能が代わって行います。

重要 

シームレスセットアップを実施する前に、必ず必要なデータのバックアップをとってくださ
い。

ヒント 

ⓦ シームレスセットアップでは、各OS(Red Hat Enterprise Linux AS 4またはMIRACLE
LINUX V4.0)用にドライバディスクを作成する必要があります。別途ドライバディスク
用に空きフロッピーディスクを1枚ご用意ください。

ⓦ シームレスセットアップでは、保存したパラメータファイルを使用したり、セットアッ
プに必要なパラメータをパラメータファイルとしてフロッピーディスクに保存すること
ができます。別途パラメータファイル用に1.44MBフォーマット済み空きフロッピー
ディスクを1枚ご用意ください。

ⓦ 別途USBフロッピーディスクドライブをご用意ください。
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セットアップ前の確認事項について

シームレスセットアップを始める前に、ここで説明する注意事項について確認しておいてく
ださい。

ディストリビューションについて

シームレスセットアップでは、以下のディストリビューションに対応しています。
購入されているLinuxサービスセットのディストリビューションを選択できます。

ⓦ Red Hat Enterprise Linux AS 4 (x86)
ⓦ Red Hat Enterprise Linux AS 4 (EM64T)
ⓦ MIRACLE LINUX V4.0
ⓦ MIRACLE LINUX V4.0 for x86-64

BIOSの設定について

Linuxをインストールする前にハードウェアのBIOS設定を確認してください。
216ページ｢BIOSのセットアップ｣を参照して必要な設定を行ってください。

注意すべきハードウェア構成について

ⓦ Linuxシステムをインストールしようとするハードディスクドライブのほかに別のハード
ディスクドライブを接続する場合は、Linuxをインストールした後に接続してください。

ⓦ オプションのRAIDコントローラ(ディスクアレイコントローラ)に論理ドライブが作成さ
れたハードディスクドライブが接続されている場合、論理ドライブが作成されたハード
ディスクドライブを取り外してインストールを実施してください。

ⓦ 本装置の購入後にオプションの追加接続を行っている場合は、BTO（工場組み込み出荷）
時の状態に戻してインストールを実施してください。

ⓦ Linux OSが起動するハードディスクドライブおよび論理ドライブ（“/”および“/boot”を
配置するドライブ）に、2,097,152MB（2TB）以上の容量のハードディスクドライブを使
用することはできません。
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デフォルト起動カーネルの設定について

ⓦ シームレスセットアップでは、アーキテクチャがx86の場合、搭載メモリ容量にかかわ
らずhugememカーネルがインストールされます。搭載メモリ容量が16GB以上の場合は
hugememカーネルが、16GB未満の場合はSMPカーネルが、デフォルト起動カーネルと
して設定されます。

シームレスセットアップの実施後に、以下の条件で本装置のハードウェアを増設した場
合は、hugememカーネルをデフォルト起動カーネルに設定してください。

ヒント 

hugememカーネルの利用時、SMPカーネルの利用時に比べて性能が劣化する場合があります。

アーキテクチャがx86かつ搭載メモリ容量を16GB以上に増設した場合

以下のコマンドを入力し、hugememカーネルをGRUBのデフォルト起動カーネルに設定
してください。

[Red Hat Enterprise Linux AS 4]
# grubby --set-default=/boot/vmlinuz-2.6.9-55.ELhugemem

[MIRACLE LINUX V4.0]
# grubby --set-default=/boot/vmlinuz-2.6.9-42.7AXhugemem

ⓦ シームレスセットアップでは、アーキテクチャがEM64Tの場合、論理CPU数が9個以上
でlargesmpカーネルがインストールされ、デフォルト起動カーネルとして設定されま
す。論理CPU数が9個未満の場合、largesmpカーネルはインストールされず、SMPカー
ネルがデフォルト起動カーネルとして設定されます。

シームレスセットアップの実施後に、以下の条件で本装置のハードウェアを増設した場
合は、largesmpカーネルの追加インストールを行い、largesmpカーネルをデフォルト起
動カーネルに設定してください。

アーキテクチャがEM64T(またはx86-64)かつCPUを増設して論理CPU数が9個以上
に増えた場合

「EXPRESSBUILDER」DVDに格納されているオンラインドキュメントの「Red Hat
Enterprise Linux 4 インストレーションサプリメントガイド」または「MIRACLE LINUX
V4.0 インストレーションサプリメントガイド」を参照し、largesmpカーネルをインス
トールしてください。
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セットアップの流れ

シームレスセットアップの流れを図に示します。

パラメータのロード（Step2）

ロードする ロードしない（フロッピーディスクなしの場合も含む）

次へ

次へ

次へ

次へ

次へ

次へ

セーブする セーブしない（フロッピーディスクなしの場合も含む）

OSの選択（Step3）

パラメータをセーブ（Step10）

RAIDの設定（Step4）

Linuxの詳細設定（Step5～Step9）

[自動インストールの開始]画面

CD/DVD, フロッピーディスクを取り出す

再起動後、ドライバディスクのセット・適用

Linuxのインストール*3

初期導入設定

再起動後、インストール終了

RAIDシステムのコンフィグレーション*1Linux用ドライバディスクの作成

インストール用パーティションの作成*2

インストールディスク1枚目のセット・コピー

インストールディスク2枚目以降の
セット・コピー

: 入力や選択が必要な作業

: 自動的に作業が進む内容

RAIDの設定(Step4)で論理ドライブを設定した場合、このフェーズが
実行されます。

－ ハードディスクドライブからのインストールではLinux Recovery
　 パーティションを作成します（インストール後も残ります）。
－ CD/DVDからのインストールでは、作業用パーティションを作成
　 します（インストール中に削除されます）。

Linux標準インストーラによるインストールが進行します。
メッセージに従って、インストールディスクまたは「EXPRESSBUILDER」
DVDをセットしたり、パーティションの手動設定を行ってください。

*1

*2

*3

ハードディスクドライブからの
インストール（既存のLinux 
Recoveryパーティションを使用）

ハードディスクドライブからの
インストール（Linux Recovery
パーティションを新規作成）

CD/DVDからの
インストール
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セットアップの手順

Linuxのインストールを行うには以下のインストール対象のOSのインストールディスクが必
要です。
｢ハードディスクからのインストール｣を選択し、既存のLinux Recoveryパーティションを
使用してインストールする場合は、インストールディスクは不要です。

ⓦ Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 (x86) Install Disc 1～5
ⓦ Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 (EM64T) Install Disc 1～5
ⓦ MIRACLE LINUX V4.0 SP2 インストールCD (1～2)
ⓦ MIRACLE LINUX V4.0 for x86-64 SP2 インストールCD (1～3)

ヒント 

必要に応じインストールディスクを作成してください。インストールディスクの作成方法
は、「EXPRESSBUILDER」DVDに格納されているオンラインドキュメントの｢Red Hat
Enterprise Linux 4 インストレーションサプリメントガイド｣または｢MIRACLE LINUX V4.0
インストレーションサプリメントガイド｣を参照してください。

以下に、シームレスセットアップの手順を説明します。

1. 周辺装置、本装置の順に電源をONにしてください。

2. 本装置の光ディスクドライブに｢EXPRESSBUILDER｣DVDをセットしてください。

3. DVDをセットしたら、リセットする(<Ctrl>+<Alt>+<Delete>キーを押す)か、電源をOFF/ONし
て本装置を再起動してください。

DVDからシステムが立ち上がり、EXPRESSBUILDERが起動します。

右のメニューが表示されたら、「O s
installation  *** default ***」を選択して
ください。ここで選択しない場合は、自
動でシームレスセットアップの流れに進
みます。

4. トップメニューが表示されます。

「シームレスセットアップを実行する」を
選択し、[次へ]をクリックしてくださ
い。
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5. [パラメータのロード]画面が表示されま
す。

パラメータをロードする場合は「パラメー
タをロードする」を選択し、パラメータの
入ったフロッピーディスクをセットして
パラメータファイルのパスを入力してく
ださい。パラメータのロード後、[次へ]
をクリックしてください。
パラメータをロードしない場合やフロッ
ピーディスクドライブが接続されていな
い場合は、｢パラメータをロードしない｣
を選択して、[次へ]をクリックしてくだ
さい。

チェック 

Linuxサービスセット用のパラメータは、「スキップする」機能には対応していません。

6. [OSの選択]画面が表示されます。

｢Linuxをインストールする(Linuxサービスセット用)｣を選択し、[次へ]をクリックしてください。

7. [RAIDの設定]画面が表示されます。

設定内容を確認し、修正が必要な場合は
｢次の設定で論理ドライブを作成する｣を
選択し、パラメータを設定してから、[次
へ]をクリックしてください。
RAIDコントローラを使用していない場合
や、既存の論理ドライブをそのまま使用
する場合は、｢論理ドライブの作成をス
キップする｣を選択し、[次へ]をクリック
してください。

8. [ディストリビューションの指定]画面が
表示されます。

インストールするディストリビューショ
ンをリストから選択し、シームレスセッ
トアップ・インストールキーを入力して
ください。シームレスセットアップ・イ
ンストールキーは、Linuxサービスセット
に同梱されている「はじめにお読みくださ
い」に記載されています。シームレスセッ
トアップ・インストールキーの入力後、
［次へ］をクリックしてください。
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Linuxサービスセットについて

「Linuxサービスセット」は、Linux(ディストリビューション)とサポートサービスなどを組み合わ
せ、エンタープライズシステムでLinuxをより安心してお使いいただけるようにする製品です。シ
ステムの運用性・信頼性向上とシステム管理者の負荷軽減の実現のために、下記の各種機能や
サービスを提供しています。

ⓦ 設定時や障害時の問題解決を支援するサポートサービス
ⓦ 導入時の作業時間を大幅に削減するBTOインストール出荷
ⓦ 出荷対象の全てのOS・サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安心して運用していただ

ける環境を提供
ⓦ 製品出荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報・アップデート手順を提供
ⓦ 障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼動監視ツールを提供

「Linuxサービスセット」の詳細については、以下のWebサイトをご覧ください。
http://www.nec.co.jp/linux/linux-os/

9. [インストール方法の選択]画面が表示されます。

｢ハードディスクからのインストール｣または｢CD/DVDからのインストール｣を選択し、[次へ]を
クリックしてください。

10. [パーティション・パッケージの設定]画
面が表示されます。

パーティションの設定は、｢BTO（工場組
み込み出荷）時パターン1～3｣、｢手動で
設定する｣から選択してください。swap
パーティションのサイズを変更する場合
は、「搭載メモリから算出する」、「BTO
時の設定にする」、「サイズを指定する」か
ら選択してください。
設定完了後、[次へ]をクリックしてくだ
さい。
パッケージの選択はBTO(工場組み込み出
荷)時の構成と同様になります。

ヒント 

パッケージの選択画面で「こちら」をク
リックすると、BTO（工場組み込み出荷）
時のパッケージ一覧が表示されます。
BTO(工場組み込み出荷)時のパーティ
ション設定およびパッケージグループの
詳細については、「EXPRESSBUILDER」
DVDに格納されているオンラインドキュ
メントの｢Red Hat Enterprise Linux 4 イ
ンストレーションサプリメントガイド｣
または｢MIRACLE LINUX V4.0 インスト
レーションサプリメントガイド｣を参照
してください。

11. [その他のインストール設定]画面が表示されます。

rootパスワードを入力してください。rootパスワードは、6文字以上127文字以下で設定します。
rootパスワードを入力後、[次へ]をクリックしてください。
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12. [追加アプリケーションの指定]画面が表
示されます。

必要なアプリケーションを選択し、[次
へ]をクリックしてください。

重要

Universal RAID Utilityは必ず選択し
てください（RAIDシステム構成の場合
のみインストールされます）。

ヒント 

マウスポインタをアプリケーション名
に移動させると、アプリケーションの
説明が表示されます。

13. [パラメータのセーブ]画面が表示されま
す。

パラメータをセーブする場合は｢パラメー
タをセーブする｣を選択し、1 .44MB
フォーマット済みのフロッピーディスク
をセットした後、ファイル名をボックス
へ入力し、［次へ］をクリックしてくださ
い。
パラメータをセーブしない場合は｢パラ
メータをセーブしない｣を選択し、[次へ]
をクリックしてください。

14. [自動インストールの開始]画面が表示さ
れます。

インストールに必要なインストールディ
スクを準備し、[実行する]をクリックし
てください。
ハードディスクのデータを削除してよい
か、確認のメッセージが表示されます。
セットアップを続行する場合は、［OK］を
クリックしてください。
データの保存が必要な場合は、［キャンセ
ル］をクリックして、セットアップを中断
してください。その後、再起動し必要な
データを保存してください。

ヒント 

インストールするOSもしくはインストール方法によって、表示される画面の内容は異なりま
す。
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15. 手順7でRAIDを設定した場合は、[RAID
の構築]画面が表示されます。RAIDの構
築が完了後、[Linux OSインストールの
準備]画面に移り、Linux用ドライバディ
スクの作成を促すメッセージが表示され
ます。

Linux用ドライバディスクを作成する場合
は、[はい]をクリックしてください。
Linux用ドライバディスクを作成済みの場
合は、[いいえ]をクリックして、手順16
に進んでください。

フロッピーディスクを要求するメッセー
ジが表示されます。1.44MBフォーマッ
ト済みの空きフロッピーディスクをセッ
トして、[OK]をクリックしてください。
Linux用ドライバディスクが作成されま
す。

ヒント 

画面に表示されたタイトルをフロッ
ピーディスクのラベルへ書き込んでお
くと、後々の管理が容易です。

16. Linuxのインストール準備を進めます。

[｢ハードディスクからのインストール｣を選択した場合]

ハードディスク上の既存のLinux Recoveryパーティションからインストールする場合は、手順18
に進みます。
ハードディスク上に、インストールするディストリビューションに対応したLinux Recoveryパー
ティションが存在しない場合は、Linux Recoveryパーティションを新規に作成するために手順17
に進みます。

[｢CD/DVDからのインストール｣を選択した場合]

手順17に進みます。

17. Linuxのインストールディスク1枚目を要求するメッセージが表示されます。

[｢ハードディスクからのインストール｣を
選択した場合]

インストールするディストリビューショ
ンの1枚目のインストールディスクを
セットし、[OK]をクリックしてくださ
い。
メッセージに従って、2枚目以降のイン
ストールディスクを入れ替えてくださ
い。Linux Recoveryパーティションが作
成されます。
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[｢CD/DVDからのインストール｣を選択
した場合]

インストールするディストリビューショ
ンの1枚目のインストールディスクを
セットし、[OK]をクリックしてくださ
い。
インストールディスク1枚目からファイ
ルのコピーが行われます。

18. ドライブからディストリビューションの
イ ン ス ト ー ル デ ィ ス ク 、
｢EXPRESSBUILDER｣DVD、フロッ
ピーディスクをすべて取り出し、[OK]を
クリックしてください。

再起動を促すメッセージが表示されます
ので、[再起動]をクリックしてくださ
い。

19. 再起動後、ドライバディスクの有無を確
認するメッセージ(“Do you have a
driver disk?”)が表示されます。

[Yes]を押してください。
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20. フロッピーディスクドライブを指定するメッセージ(“You have multiple devices..”)が表示され
た場合は、"sda"を選択し、[OK]を押してください。

21. ドライバディスクを要求するメッセージ(“Insert your driver into..”)が表示されます。

Linux用ドライバディスクをフロッピーディスクドライブにセットし、[OK]を押してください。

22. 他のドライバディスクの有無を確認するメッセージ(“Do you wish to load..”)が表示されます。

[No]を押してください。

23. Linuxのインストールが開始されます。

[｢ハードディスクからのインストール｣を選択した場合]

そのままインストールが進行します。

[｢CD/DVDからのインストール｣を選択した場合]

メッセージ(“CDが見つかりません。”または“CD Not Found”)が表示されますので、インストー
ルするディストリビューションの1枚目のインストールディスクをセットし、[OK]を押してくだ
さい。

ヒント 

手順10のパーティションの設定で｢手動で設定する｣を選択した場合は、インストールの途中、
パーティション設定画面が表示されますので、必要に応じ設定してください。なお、「ハード
ディスクからのインストール」を選択してパーティションを手動で設定する場合、パーティショ
ン設定画面にLinux Recoveryパーティション（約5GB）（タイプvfat）が見えていますが、削除し
ないでください。手動パーティション設定については、｢EXPRESSBUILDER｣DVDに格納され
ているオンラインドキュメントの｢Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーションサプリメン
トガイド｣または｢MIRACLE LINUX V4.0 インストレーションサプリメントガイド｣を参照して
ください。

24. Linuxのインストールを進めてください。

[｢ハードディスクからのインストール｣を選択した場合]

そのままインストールが進行します。

[｢CD/DVDからのインストール｣を選択した場合]

メッセージに従って、2枚目以降のインストールディスクを入れ替えてください。
インストールの終了後、｢EXPRESSBUILDER｣DVDを要求するメッセージ(“Please insert
EXPRESSBUILDER Ver.5.xx-xxx.xx disc”、“Press ENTER to continue.”)が表示されますの
で、｢EXPRESSBUILDER｣DVDをセットし、[ENTER]を押してください。

25. アプリケーションがインストールされます。

アプリケーションのインストール終了後、ディストリビューションの完了画面が表示されますの
で、｢EXPRESSBUILDER｣DVD(セットしている場合のみ)を取り出し、[再起動]を押してくださ
い。

26. 再起動後、Linuxサービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、必要
に応じて設定を行ってください。

以上で、シームレスセットアップは完了です。
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デバイス名 ポート番号

eth0 3

eth1 4

eth2 1

eth3 2

重要 

本装置では、LANポートの番号とOSが認識するNICの順序が異なります。システムBIOS
のNICの認識順とOSのNICの認識順が異なるため、本装置のLANポートは以下の順序で認
識され、デバイス名が付与されます。

LANによる通信ができない場合は、LANポートの番号とOSが認識しているNICのデバイス名
を上記の表で確認し、正しいLANポートに接続してください。

マニュアルセットアップ

Linuxサービスセットを購入された場合は、Linuxが未インストールの状態から｢シームレス
セットアップ｣を使用することができます。パッケージの変更などを行うためにBTO(工場組
み込み出荷)時と異なる設定で再セットアップを行う場合は、「EXPRESSBUILDER」DVDに
格納されているオンラインドキュメントの　｢Red Hat Enterprise Linux 4 インストレー
ションサプリメントガイド｣または｢MIRACLE LINUX V4.0インストレーションサプリメン
トガイド｣を参照し、｢マニュアルセットアップ｣を行ってください。
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